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■第 7 固口本リ I グ u 前期 un 


大同が全勝で折り返す 



巧7回日本リーダは1 B ちじ 
日に銷展、7巧 U 日まで、里子 
け試を、女子け試合の前期のお. 
載を展開した。 

勇子は予想通り大同特殊期と 
窝を鹤蜜 C 离を蛮品が社各変更〕 
の二強がを腺でお格殺にが陛、 

太同が先腺してり—^を巧い前 
期を巧り遇した。残り 4 チ—ム 
中、日お敦韵、本巧技研節鹿、 
太幡を気は1いずれも2勝3散 
となり、3化争いは大お戰で、 

巧期も激しいおなが期をされる。 
大腹ィ1ヴルスはを助で前期を 
がえ、棠しいリ（グとなクた。 

女乎は、ユーゴからの 2 連ぞ 
を加えた立石竜機が巧蘭に3連 
胳、ジ*スコ、乂崎垣気も同じ 
く 3 戦を腸でピタリと並んでい 
る。 


立石、ジヤスコ、大崎 、ピ タリと 並走 


種 


■男 子 ■ 


1第1過第 I 日 

可6巧に日(±)ち井市ホ巧隙を 
化育お(茨城) 

献殊麵及巧一)^ホ崎電気 

0……昨シーズンの毛を*大阔 
がする大椅は4年ぶりに復帰した. 
チ]ム。ところがどぅしでどぅし 
て、乂崎がエ逛の/ド元に食いつ 
いて好ゲ t ムとなザた。 

太同は、柳 W 兄巧が父.親め，$ 
で欠撤していたこともあったが、 
新しい大極-巧口のデキがもつひ 
と'つで、 おダト プレーかをの得点 
ボ少な^しい嚴開。犬綺は、採 
ち邮め速い攻おと左撼■斉廊のパ 
ステタニック、同じく左陋の属野 
のフュ イン トからめ爽遮をどで師 
半4点蓋でついていった。 

ハイライトはを半だ。大幅は後 
串から.大同の H[K •淸出に巧若 
マ—クに出て大同のブレーを々‘邮 
ずる作戰に化た。これが巧を葵し 
て、をホ8かの巧—じから1気に 
追いつく。さをに、大攝巧パスヵ 
ットからの迪懇で乘なが定り'込ん 
で化—巧と逆転、恒をのつなぎ速 
をで長野ポ巧めでけ 1 巧と 2 点の 
ny I FO 

この場西では、きずがの圭お‘ 


大同もタジタジ。若いの口をベン 
チに下げてベテラン巧輪を段入。 
なを I 摧一退のを防、残り7かで 
の—纳、大綺にも十かチ*ン义が 
あった。ところがここで庸ホをマ 
—夕していた宫廊が、蒲化のブュ 
イントプレ—を思わず手で押し、 
楠い退場を貪ってしまった。こめ 
問に大尚は菩龙.に得点、獨—刘で 
卞うじで逃げ切った。 


第1週第2目 


可日ちけ目(日〕な松ボ民文化セ 
ンタ—別館(香扣〕 

本田誘日、巧— ^一9 ^<阪ィ1 

錦 鹿2 一巧17」1ダルス 
(1 盤) (1 戒) 

〇 若報をテタニックが売り 
も Q のィ t ダルスが與び出し、の 
かまでに 613 とリードゥしか 
し、木用もあわでずに、粟屋の迎 
梳促点で挽同、.新人•姐野 C 中大 
ffl ) のロンダで同点とするや一気 
にぺ I スを損っち 111 本お、粟屋 
猪野なぶが葛々と加点、 n —6 と 
一気に遇おした。 

ィ ー グルスも必巧に近い上げ、 
ut 巧としてがホを終了。 

後半に入っても本田の動きが目 
立つ席輯、榜にお人•睹野の独特 
Q / / •シ注 n # (両化ジザ 

ンプで垂瞎に商く上がる)で火物 


























ル t 牛 t ぶれを発师。邮ホ K かに 
見せたゴ] ル 前トルからの 
超ロンダシュ]卜は観衆の度胆を 
おき、厢んな賴ホをおびた。 

ィ ] ダルスは、卫 E K. * 社 木の 
2凹にわ.た. る 2か間退坂を怖く、 
リズムに乘り西れないままに敗れ 
た0 

p > 同，朝泻 I 稱台体育鹿(埼玉) 
键永製.辜ホ赖電気 

T 勝) を 嬰 

0 ……前円、 太 同時殊销を凿し 
めた太脑電気に f がか おったが 
やはり 湧永はセット、速玻とも 一 
な上だった。 

前半 S かまでは互巧の屁赃だっ 
たが、炎綺のシ ュ]卜に壌みのデ 
ィブす ンス 巧が 憤れで くると、デ 
ィ フェン又、 G 区と も.にシュ r 
を说 じき堤すょぅになった。 さら 
に、このシユ —ト カブトを 速まに 
結びつけた博 永が 徐 々にべー スを 
つかみ她 めた。 

しかし、 太 崎も弃 藤、 長醉らめ 
活釋で"前半は 2 点を の 太菩戦叩 

媛半に A ると、 地力の 差が点差 
に表れ、ホ幡も頭滤るものの棵永 
ぺ rK 。 危げめない 試を展開で大 
輸商気を 牌した。 

〔を•演永製 報は、 6巧 i 日村で 
旧をを•湧を祟品より社を整更) 

V 同•ホ川巿運お公巧おちお(ず 

黄) 


默妹桐の{巧け苗日新製锅 

ぶ磬 1 


て取) 

Q : ，… 前 n 、 太賴韋気に 大昔 戦 
した次問にがし、芋を界ナ ソバ] 
ヴン T 夕 y ホ！巧ん(聞彼大あ) 
を加えて職カアップの 著しい W 觀 
製闽" 

しかし、試合が始まっ でみ ると 
太同の気迫に满をた化防が日巧の 
若きを 宛 吿に封じた格巧で一方的 
なゲ — ムとなり、則邱垃ル E 丰 [ 
. 晒山のを概む、大巧の橄底したマ 
ンツ ー に会ってに終わった " 

H .1 K ’ 猎生に マンツ ！ を受け 
ることはあっても、相手にれ掛け - 
る ことはなかづた'これまでの 太 
同。王をとしで巧臨し できたブラ 
ィドが、このル ー キーへ 0 マンツ 

— 炸贼戊詳 きなものと思 . えたが、 
「日新の攻擊 パタ t ン.がをて 西山 
オンリ I に集中する」 ( 大同’野 
旧監督〕とおて、敢然とお山 マン 
ツ ー に瞎み 巧った。 とのあおり、 
大同の腺剌におずる執念をまぎま 
ざと磕じたし . 、「大同だから」 と 
マンツー封策ゆなかった日渐測に 
甘 さがかた一戰といえ よぅ。 

スタ T 卜の 5 か間は、 闽チ— ふ 
とも決めてをおいて無得点。をめ 
を、碰をのヵットィソで化手を敕 
っ.た大同に対し、 n 新も.森恐サイ 
ド 上がりで応輝 W か過ぎには八 
—フマンツ T 氛昧につく大同デイ 
フ王ンスを振り切っての西山の逆 


絲ゴ I ルが決まり、415と大同 
にりードを許していたものの、回 
新ぺ！ K で試合が遮んでいた。 

しかし、 大同は 王 tK ■ 蒲をの 
的權な yr 卜が光 r で すぐさまま 
靖 指を奪い返し、お换了 タッ ヵ I 
♦田口のホ腕 も 巧えて视夕目—4 
とリト ド。 凹、 如かと 連絲して P 
T を日新 GK •‘曲 川に 酌まれ、さ 
らに蒲 化が 憾を疏めて ベンチに 盤 
いた. ピンチ も、进に補巧、田中の 
活眉と G 区 •上村め 粗が のキ！ ピ 
ンダで： n 薪め 反おム 3ドに 水を 兼 
し， じ 1 己と 大畳リ I ドを 帮 「て 
一即半を がり返した。 

後半、日新のながが期巧された 
が、大局は 瑞ホが ホ 活曜をおせ、 
にか 過ぎには け— 7としで 試を 田 
犬教をが みた。 觀おに 到って ょぅ 
やく口おの 思い切りのいい シ。— 
卜が贵 え始めた ボ、デずフュン K 
め-荒さが 致が的、予お外の大差で 
大同が- 祀 勝した。 

なお、この 試が で 第 L 囘リ]ダ 
から迎結試合诗点め記錄を敍けて 
いた円新■德巧は 13 未め シュー 
卜 を失般、違に この 大 記録にスト 
ップを かけられた。ここで赏1回 
かを め违械試合得点の貼録保择を 
は留水製萬の山本忡 二ただ 1人と 
なった。 

-第 2 遇第]曰 I 


て火？ 


"瞄レ 


ダルス 

(2 敗} 


〇…： こ帖半5 か、 イ] ダルスの 
お腻 ■な本が左が度からロンダを 
巧め て 212 としたる たりまでは 
巧ゲ！ムを期巧をれたが、 イ！ダ 
ルスはこのあ-とがいけない。大同 
の帥に. づ めるディブて ン K のプレ 
ッシャ ー ををけると セットでの迪 
い驶きがつぶきれてしまうように 
なり、别かまでみ加分間ノ1ゴ！ 
ルの拙攻。 

大同は、 H1K : 浦をを带肴マ 
] 夕されたものの、み 本め ポスト、 
柳 川の 遇ななどで 7 速瓶轉点、巧 
かにリ | か I とした。その後も PT 
でイ！ダルスに 3 ぶ 肖を許したも 
のめ、がい出口のケレン 昧 のない 
ロンダなどで加点、‘ が ザを は —3 
として太势を块しお。 

イ t ダルスは、若 壬 わ 体のを] 
ム へがりかえる過渡期のシ E ズン 
という こと も あって ゲ ー ム運 ぶに 
けきがある。过本、或踊、 羅本ち- 
がが ムシ サラに が 『ていく をは 好 
蘭が持てる. が、余裕を 見せて ディ 
フュン K する 太同に あムらわれた 
形で かわされる 墙面が しばしば。 
背しい.シ ー ズ K になりそうだ。 

第2週第2日 


- 『ハンドボ！ル』-— 

W 年7ち焉(第测号〕目ホ 

〇第 7 回 日本 リ ー ダ丽拙 

A 學 V :…. . S 

A み-子 V . ..... 饥 

All 部 > . . . 的 

〇闡東学生ぉ节リ—ダ戲：…‘糾 

_ 0 ミ-一八ンドボ3ルについて 
河がレィ子水丄 一…が 

〇昭和巧年.腰輔.正予算 . 胸 

〇码巧沉年帷恃别会計で興…阳 


一>6巧け目 (±3 巧をホか育縮 
(を S 


V 目另 W 曰(曰】神戸市立中みが 
育館(兵庫。 


BK 巧写良：！ おち 電檢に 化 A し 
たュ—ゴ からの-助「人，み I 
ヤめ-力强 いシュ ート 


K ポ ー ツイベント社提供 


























太綺電责け) 9 大顿ィ I 


(1 勝2裝 


がが 


幻…’.. 終了巧妙辄に权岡のサィ 
ドシュ—卜で大崎萄気が競り隙ち 
大轨概に赔止符を巧つとともに拆 
を里をが録した。 

絹地を々、長巧のミドルで を 巧 
した崎に対し、ィ—グ ルス も辻 
本の個人巧でおが1この両左脚め 
がちをいで前半は K — 8 とをくの 
互巧だった。 を卞忙人る とや や大 
崎が巧し気味となり、為 茜ら の活 
畦で巧 か 過ぎにヮー点をのり I ドを 
をったが， イーグ ルスはホ畴•昆耶 
の退强の赋をつ いて 一河に进终。 
攝野、尤掛らのたで损けの速政で 
巧 —^^ と試かをひ つ くり逗しゎ。 


これで湿れは ィ ー ダルスにない 
たかに見えた が、巧り 4 巧、太 瞬 
は遗攻 から. PT をものにした 南腊 
が 自ら-これを 巧め て wt け— の 尚 
点、ィ ー ダルス，お垣の康攻を許 
して巧 度 L 点竞の T ぺッ ドを背負 
ぅたものの、 東 江が左サィドから 
気迫めシユ！卜を啟 「てけ！けの 
ダィ K n T に馬し、 刺 的な松岡の 
巧蜡ゴ r ルを呼が这んだ。 

一 > 同■大み県立措を恃育庶(大み) 

洩 、氷製斐别 fsu 叫) W 日新製綺 

C 2 胁。 7 繫 

〇 …… 前半は PT を营む 4 ゴ r 
ルを 記揚した 薪 人.西山の 话 堤で 
u 渐ポ 喝戟怔試をを過め ていたが 
瘍水は即ザ終了牌ぎ わにべテうン 



班稱が巧みなプラィン ドシユ f 卜 
をがめて yl 9 の同点とし、後ず 
5か過ぎ-みを お 本、池/上のたた 
みかける ょぅなシユ J 卜で一気に 
てソジンを を開 させ、 巧 か' にはが 
と荒全によ導 摘を提った。 

後半5か遇ぎまでな读'あを上回 
る デキを 示していわ：！！ 斬だった だ 
けに、 こめ W が瞄の拙ず 拙攻が あ. 
まゎに 補い。 終お、脈ぶ、お、 高 
木らで麼瑜.に 返い k げたが、 日点 
基と した. ところでタィム アツブゥ 
今ひとつ 湖子の賊に乘れ をい 巧 永 
だつ おが、 穂積、 松 本ら が 縣負巧 
でべブランの 悚 をいかんなく寃师 
させ、試を遲 びの 巧さで若い日 新 
の気 近を封に 姐んだ. 一戦だった L 




萬3週第1日 


V 8巧 W 日(±)四日ホ巿ホち館 

{ I 二委 

裸永製薬更國 U で制田ぉ哪 
(3 峨) 了勝3敢) 

〇 こ：：鴻永は池/上のブテップ 
アンダ r シユ]卜、を駒の力敬い 
ミドル、山本の遥をでいきなり3 
点姐おしで早々とま譯摧を指り、 
G 広*み熙のがずも光ってぶか過 
ぎに'^^とリ I ド。一方の本旧 
も井赌に猛洲な.ラィバル盘識を持 
つ GK •大炯が、梳けざま忆额お 

のノ ） マ I クシュ ー - 卜をシ.サツト 
アウトしでぺ 1 K を盛り返し、破 
本のサイド上がりのミドル、冤星 


のポストシュ T 卜で3 - d と内 

课、问為から逃おへの劳をふくら - 
をせわ。 

しかし、康永はこの場.商から津 
川、那搜の'バテラン势を投入して 
ホずを引き賴めて泻义パ — 卜。志 
贺のロンダ、を川の述攻で613、 
本西も投鄰、 II : 本がで必巧に追い 
ずがるが、巧り3かを切って域永 
は山本に化わ「て化場した戸班の 
リバゥンドシュ [ 卜が引き金とな 
り、松本、お野の遍攻と続き、あ - 
っと いぅ問に 5 点ぶ差を . つけて卽 
毕をがリ站しを。.亞巧にかちかっ 
ていたぶ巧だったが、ちょっとし 
た乱れを巧をにつべ湧永のベテラ 
ン势の巧巧に拥え、新殺 G 技 ' が 
瞎の毁守にしてやもれた感じだっ 
た " 

をザに人っても日が.逊ぎまでは 
聞ホ t ム活巧ななを含いで端巧が 
沸いたが、気ををふれるディフよ 
ンスを染開する翊永は、本田に速 
髓ゴ ] ルを計さず、逆に7かから 
S か、ながからのかと2皆にわた 
っで4适縮ゴ ] ルを成な、本のの 
追.單をピシャリと断ち助って恆げ 
なく 3勝目を記録した。 

若いィンバーで固めた本巧は、 
腊ち所でをさを馬 M 、 イ — ジ！ミ 
义が全て失点につながった怯がで 
GK * 乂强の汚.二のファインプレ 
I を化かすことが化おなかった。 


D > 6巧の日(扫〕京都府ぶ体育始 
C 京郁) 

^間里 n .) 巧本化技研 


14f 


( I 碟3戰一 


第3週第 


曰 


早：…ずって は滿 半の DT を 阻 
んだ大砸 の活曜 、攻めて は f 、 
長 配，、驅屋といったヤンダパ 7 — 
の ハツラツとしを嚴きで じ 分日— 
リ-と 境位になっていた 本田較巧、 
昨年の前期で この乂材から 金里を 
もぎとっゎシ t ソ Q 巧堀みら 思わ 
れ たり 

しかし、ベテラン巧輪を岛 巧し 
て述て駐しを即っゎ大同は、 葫を 
の U X ' ダと PIT 、 ハ I フ述攻から 
あ敎 にがむ込んだ 柳川のがシュ— 
卜で‘ あっさりと 同点に ぶいつ き、 
その捲诗 ヤンダ T ぶッも 一■田口 
の嚴 快な ロンダ、リバクン ドボー 
ルを粘ってねじ化んだ 中本め閱志 
あ-ふれる'ブレ.—、さを には 小 お- 
大厮のダイ大ミタタな 速攻などで 
y 1 7と酣 ザを制した* 

太 同に 自信を轉ク木山は、 猎野 
の-ミドルや择卧 のカットインで 必 
巧に食いで がっていぶが、 単発な 
動きからの シュ t トボ妾く、 大同 
GK •上ががか單 .に 調子を上げた 
ことらあって、ズルズルと 大同の 
X [ スにはまり込んでいった。 

後辛、激しいディフホン スで扫 
がの— 巧と 食い下がっていた おた 
l;j りまでは、 ぶ 山の 理もも 十 かに 期 
し持されたが、太 同の ノ t マ]夕述 









ミシンから… 

エレクトロニクスまで 


エ共巧ミシン•誤庭用ミシンI电子お稍 
垣榜-ま庭窜気が品-穫製附帯お器 
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巧業本な東を骄巧宿匹が ft ほ町の 
1民吻狐が Mf は R が 



なを大畑がぶをに阻んだのもつか 
の脚、補田のカットインで P . T を 
每われ、きちには曲 n にフリ IK 
口] をなち-見 ま 机で4点差 U この 
あと.を々木のポストシュ J 卜でが 
皆したものの、 ミ' スが揣いて大同 
に連搞ゴ^ルを許し* 3本の？了 
を風んだ大畑の齒票守も試をの流 
れを変えられなかつた。お逊、大 
同は葫ホ、田口の強が、大原の雜 
い突遁などで菩史に追加点をもの 
にして淵と完腺、貫硬を見せ 
つげた。. 

なお、こめ試合で大岡の H — ス 
滿をは、 PT 3ゴ ー ルを含む9ゴ 
I ルを叩きおし、前人未踏の5 0 
〇ゴールにあと犯と迫つた。 

W 同•振木巧絲 A 揉育館(お本) 

n 薪现藥 の，(綱：：： 火 崎毒気 
(1 晚 2 破.) 〔1腿3敗) 

〇 …‘.，順化争いを考えると両者 
ともに 火 単な試合だつたが、 この 
日のホ崎は班しおかしかつた。走 
りを身上とする太崎のをが動かな 
かつためだから、試合の結をは見 
是ていたといつていい立 

試合は立ら止がりから目骚ぺ一 
夕。 1かも捶過しないぅちに高木 
が、ぅまくディフェンスの間を刮 
つで先取点。その後も西山、高木 
と署々と点を加えた。大崎は口 — 
リンダしながらチ* ン K をつかも 
さとずるのだが、をの動きが A 新 
デイフュソ K にピクリビタリと<口 


わされてどうら巧しい。展野 ⑩ K 
ラブプシュ1卜や贵糜のミドルも 
ディフ正ン K の手に当でられでぶ 
がおえず、 S か荒藤で1点をがめ 
た時には、すでに日氣は日点、^ 
か 忆大備が2点巨をお岡で 烘 めた 
時には、もう円新は K 点目を 加え 
でいるといった調子で、 点差は 卵 
く一ち。 

が半に 入って、 大嘘は東' 往め迹 
成.などでよう牛くホ崎らしい走り 
を 見せて近い上げた が、 踰え始め 
るめがだうにも 遵 かった。 

1> 同-大阪ボ中央体育館(大阪) 

涵永戰薬里げ凹 S 雜 W 1 

(4 聽 y (4 弦 

〇 :-…先けしたの-は ィ ー ダル 
ス 。源 おの-ロンダで いきな む！— 
り。 だが、 地力に胁 るめはやっ ば 
り滴ホぶか 山本、4 か 松本の シュ 
—卜であっさり逆をしてみせた。 
だがィ I ダルスも H ! ス * 化本を 
中、心に よく 墙张る。 全貝が教員と 
いう顔ぶれめィ！ ダ ルス、地元の 
ゲ]ムということで載え子たもの 
声援がある。そさ簡おにはをき下 
がれないの だ。 髓掛、辻本、 火 巧 
をめ活賴でィ I ダルブも 互ちに打 
ち合ったが、涵永は前半なかばす 
ぎから 山本、池ノ上らを中むにチ 
t ムリ！ 夕ょく、 さまざまな巧度 
かられってがで前半 WI 8、 主谭 
椿を指った。 

化半は、イ t ダ ルスが千醫で9 


1:^としで意地をぶせ る。 しかし 
縛永は おらついた プレー で4かの 
池/上のロングをを則りに速被を. 
か々と決めるパタ1ン。 一细にィ 
I ダルスを 哭き放し わ。 ィ] ダル 
スは巧一二の于 ヤンスを 湧お GK * 
ホ礎に阻まれ、それを虚攻につな 
がれたことで、さらに協口を 化げ 
る結果となつた。 


.第4適第2日 一 

V 7月4日(日)破卓県民体をお 
(岐阜} 

R 新勘網里|=皆强 r 
(3 勝2叟 (日敗) 

〇 … .； 關始直後からイ t ダル义 


が日新の新人アクツカ J • 酉山、 
舌してゲ]ムイ I み I •蹈おをダ 
ブルマンツ J する奇麗作戦。しか 
し、日新はイーダルスのディフょ 
ンス，め帯さを0いて高木が3かで 
3ゴールもぎとり、日浙ぺ—スで 
試合が遮んだ。 

换卑、イ J グル K のディフ王ン 
K は西山のマンツ—だけにかえ、 
ディフ H ンスの賠を淳くした.が、 
身長、が丸にまさる n 新が力でイ 
t ダルスを阵した。 

:〇斯*西山は、マンツ—されを 
ポらもスキをついて加点、こめゲ 
|ム-コ懼点をマ]ダした。ィ！ダ 
ル义では、披半起がされた GK - 
情良が巧ご；にわたるがザで智がを 


















巧術ボ信頼をまえる 


きようの反省もあすの練習に、拭 

舍■に結びつける スポーツマン 

にとって、大切をむがまえです。を 
じより高まな巧術をめざしてチヤレ 
ンジする——それはプラザ C が目ざ 


しているをのと一致します。枯術が 
チームタートの信頼をまえるように、 
おをさまの信減こおえるのは、高 
度をな術にまえられた品資がかに 
ないのですかを a 


BROTHER 


シ yifi ホみせ 















大時 x 本田戟。今シーズンー部;貧掃の大晤，見事本田を破る 



邮が綱进削 U) む撞永製萬 
(日晒) (4 勝 1 喪 

〇……昨年、全円ぶ実盡商、聞 
体、を U 本燈なと二一大タィトルを 
.チ中にしながら、こが。本リ[グ 
で太同桿珠期に胖杯ををめていた 
硬化製藥。「今ホこそ凹强王を」 
をな言带に化盛な意彼をぶし、日 
.巧 Q をり本実業回でも如 —y とモ 
想外の-太差をつけて乂间に圧殺、 


今 yl ダに 入っても 大同が 緒戦の 
大峭概 に 止壇塌まで逍いつめられ 
るなど苦戦を強いられたの-にがし 
读永の.過去4試をのを定した戰い 
ぶりは南立ってわり、"插永お利 A 
は動かせないとこるだう化。 

しかし.、戰前ので黯通なにいか 
ない のが この両菊ゆが巧。太同は 
今り！ ダに 入って 主 聴•蒲をがち 
同を橘め、あ手親指拟ッメをはが 
して插夥を.たいた金日木类*团の 
二 0題いかと思われた が、 チャン 
K パ] 力 t となって若手 T タッ ホ 
1•田口をいかんなく苑禪させ、 
大原、驰川ら の 持ち棘もホきた。 
语永は、 止が を軸とするぶ时巧気 
胆あふれるディ フ t ンスの前に化 
第に賄むのをが吕立を始め、滿い 
と.ころでミスを述梳しては巧輪、 
蒲おの PT やポスト シュ t 卜 につ 
ながられ、视と 大同の 逃げ助 
りを 許す姑おとなった。' 

漂水は、昨年同綠またも前期賠 
終吸を落とし、大同を遣う形での 
化り返し。 巧口、の中 、 GK •上 
村という若子を^ に姐 巧した 
人同は 「まだまだ W ぶの 巧来 U も 
う 少し コンビネ t ショソの础習を 
賴 まわ ばならないし、 巧 剧も辖水 
の胸を措リで思い切リプレ 1 する 
を势は変わらない」 と.、 野旧監督 
の蕾は、会むの 銀みの 中にも度 
期に，岡けてのファイトがおりをり 
とうかが えた。 曰年連続 6 凹扫の 
保瞬には，この‘演永職の勝利は操 


神かせた。また、この試をは両チ 
t ムで7人の退おおを化寸雜っぽ 
い ゲ—ムだ. 「た。 

V 同‘詹山スボ—ツセンタ t (山 

& 

大崎显竞或巧 2)3 林田な鎌 

(2 勝す股) 〔1牒3欺) 

〇 ……んマシ ー ズンから-惟いなっ 
て若手に助りかえた本山は、政防 
ともにチ ダ ハダなまま 一 試をを終 
えでしまつた。 

なち上がりの5か間は、一^が 
探りないのパス山しに敏し、息づ 
まるょ.クな歷聞だったが、5か， 
本山の房野がロンダを ビシリと が 
ちおろすと、がぜん活発な蟲きに 
なった。今.度は大崎め長戰が ボス 
卜で、一度巧き過ぎたょうに见お 
かけて一歩戻ってバスをもらう と 
いう巧い®きで1 —1 。さらにを 
憩が中央からの 口 Xダ、 甫なが速 
をを 決めて3 — 1と遇転した。 

本巧 も猪野のロングを 袖に蜀張' 
るめだが、 な堪の疆 みぶてが搁々 
のプレ！ に慑 りすぎてコ y ビにな 
ら ない。 また、 デ f フ H ンス も縱 
への'' ッメはをいの-だが、损の動き 
が绝 く，チ T1 ンジ 、フォロ I が 山 
来ず 棒立ちの 骚がが多くぶ られ 
た。 とくに大崎は7ンタロスぶ班 
みを わせで な擊を作り•相手 ディ 
フょン K を 拱に傅 さぶ る戦祕のた 
め、本田にとってはをし い試なと 
なった" 


大瞬日 14 の 化かから、 乂綺は 
集に因 右 サイド、ぶな から盾驻の 
K ホイ、 為藤の中央からの飛びみ- 
み、 度 江と 島野の リンク ロスで i 
気に 4 点達取、ますます彼に粟っ 
た。ぶ巧は、長野がフ P 141の 
時は_お野に、長野がポストに入れ 
ば為鶏にお昏マ6クに巧くといゥ 
変則デイブエンスでリズムをを 皮 
ようとす. るがうまくゆかず、なか 
なかお貨の糸口をつかめないまま 
3ぶ差をつけられでい]フクイム 
を迎えてしまった。 

前半の3点差では本田にもまだ 
まだ于ザンスは志るといえたのだ 
が、 大 崎は彼半に入るやいきなり 
¢4：から長野がステップをなちこ 
ん で、不安を吹きとぼす。 

大詢は、ワンダロスするとを の. 
またうしろをさらに扛 .う 一人が走 
る バタ— ンで、とくに その 二番目 
のプ レ！ ヤ ー で チャンスを 多く 昨 
った。巧い本 巧の.猪那のポジ ショ 
ンをそめ 戚擊でな め、リ—ドをず 
り神る。猪耿 はずりで硬れ る-かだ 
け、な幣にもう かとつ力を 出せな 
いまま時間がたって いく。本山は 
たまりかわて摧 野を ディフ-ンス 
か島は. ずし、攻お一本に參加 きせ 
る U これでよゥぞく 猪野 にら当た 
りが 見をてきた のだが、 本巧は 化 
点を 抑えられなくて は、 どうにも 
ホの 巧ら 上うがない。木 ms 名手 
GK •ぶ烟 も、 デイ フ王 ンスとの 
コンビが とれな くでは 苦しい。大 


. 閒報が当たりに当たっ 
ためとは が？ に大畑は試な後も 
ションボリ。 

こぅ L て、太幅は立ち上がりの 
リードから 一 度も同点に近ぃつか 
れないままが— 巧と 怯 瞬、 が班を 
「スブ手リ J した形でおりおした。 

第日週第 I 日 

一 >7 月 U 日 (±') 広島県体育短 
'(広 息) 






大同 X 頑み饋。大同が執息を見せ，逆おで祿利是握る 


が不可巧といえ、正な姆で底山を 
諾揮させた大同の執なは、さすが 
としかいいよぅがをかづた。 

また人材め滿ホは、この 日3打 
T ををわ4江—ル。5 り U ゴ ー ル 
までをと「£3」と迪「た" 

' Irr _ M — ; 

一 第日週第 2 日 

可 7巧：！日 一. 日) お 岡垣 まを 館 

磊谓一. 

制畏麟扣 ( IN 爾ぶ日ぉ蠢 

(。臨3お) (2 賊 3敗) 
好….： U お•巧山、 本田 ■猎鲜 


今春から 加人の ル t 卞-^で、 二人 
ともを円本で期 倚される 若モ頒乎 
だ。 

この-.人め□ンダシュ夕—の 
対 かがを W される ゲ—ムだった 
が、 ぶ m はスタ！ 卜から -R 新め世 
山を 帮箭マ I 夕 、一二本 輕がピタリ 
と 巧山に くっついて 離れず、兩山 
の力を化させな いが戰に 姐たり 
貼 思的には、 この. 本巧め作戳が 
01 がの：ーンビネ[ぶョンを 规し、 
がをおすることにな.る0 

先取点は日#。ブリ ] K 口 —か 
ら巧んがを陕 になち 么ん だむ の 


隱女—モ圓 

j 第 1 週第 1 日 


だ。 ブリー スロ I の解には、巧ず 
m め違ホは3メートか雜れぶいな 
ければならないので、西山をマ] 
夕 する三本 担 もつ いで.いくことが 
化 来なかった。この 得点が立ち± 
がり，の，2かめこと。 とたんに、ぶ 
山•猎 野が 中央 かられち おろして 
1!1。 * 巧ち ムロい，の 〔火を 切 

った。 

邮ザはおないにむ^ てはむち 返 
し、 追いつ近われつめ白韵 戦を嚴 
開、前半残り1 か' 本 巧* を々木 
がポストシュ [卜 を渋め 、 UIW 
と 1 泣'斟リ 1 ドを瞭っでパ 1 ブタ 
イムへ。 

接华にム 三 もシ]ソ]ゲ I ム 
は 続き、击旧が雇し.、 造野のサイ 
ドシュ-—卜やスタンデイ\ダシ J 
—卜で WIU とずれが、 R 新も违 
がで瓶 聞が浊取 、さらに瞎 ホ、西 
山が点を室ねてぶ IW と遮お。 の 
分までにぶ山が長野のロンダな.ど 
で 巡 I 測と语位に立てば、 n 栽は 
PT を請って 施 戦、こかを西 山が 
決めで 巧び姑— のめ 尚点。接を ま 
で試合の 巧く 方はかかをない。 

木のは このの—拟になるな巧の 
間に P T をはずずなど撫 をが語 か 
づたが、摧野のロンダで 巧—鸦々 
ち新* 巧 山 か 連をでが一妈 となづ 
たあとの 終了間ぎ わ 「引きせけ」 
の亩も閱 かれ 始め.たと たんに、 木 
出* 二-本 枠が左お度から.フェイン 
卜で耶 び こみがみなか跟ゴ]ルを 
W きおんだ。 


vfi 月け日(止)岩井ホ市民 綻を 
お宵篇(溃城〕 

火崎 電気別 flu 刺) W 川けビク 
(1 勝) T 嘛) 

.0. 初：！！という.こと も あつ 

て、丽苹 固い 化. おで 日か脚を過ど 
したが、ぶ崎ぶ、を 相玉、 李を准 
の'中人 コンビを 投人 する あたりか 
ら话気が化た。 

先取点は5か、ビ'ジタ t 岩.泌の 
右サイド攻堅。太幅も聲お姬がお 
すイドの丽巧度からスピンの利い 
わバロン K シ> t 卜で.返して 1— 
1。前ザはぶ崎が巧しぎみめ廣顏 
な.がらビタタ]もム4ががブリ I ス 

口**^ か，'^のジ.ンアシュ * ~ ，卜 ' レん 

くおして、大崎め 6 と 2 点革 

め化ゲ]ムみ 

ところが皆半に入ると、ビクタ 
I のディマょンユの冊れ-が過くな 
「たリ大歸は陛、揚巧妇速攻でぶ 
を重お 1 H かには 巧—化と しで、 
試をお決めたか：におえた。 

ビタタ J は起死回生の化戰"新 
入♦钱藤の投入。この作戦がビか 
リ。こ0武.藤がたてつづけにロン 
ダを乘ち」 きし、ビ クターめ原をに 
火がつき、叫々の池巧の PT ま 
で、 J 述続 得点、一乂 に；：；— 巧の 


一点をにまで迫い上ばた。だが、 
こクいぅ 場面で 巧.曜寸るのが乂瞬 
化助っ人*單巧-^0 y ンフ正ィ y 
卜 みらのジ卞\プでのロンダをが 
みでけ 1:2^、 きら，に今度はポスト 
め備淵へがバスを入れて^ 1 W と 
巧き放しでしまう。 

ビタタ t はこの場面の-同点糕で 
「もう 一 本」が出なかぅたのが痛 
く'ついに力がきた。 


第 1 週第 2 a 


ye 巧；：？曰(日}高を市巧ち文化 
わンター别薛 (奮 

ジザ义コ證 NM ぶお^— 

0 ……ジャスコの 3 点り] ドで 
探わるかと思われた前半だったが 
残。2が、ブラザ{は禮田のシュ 
1 卜で2点莲にぶいけで 前半 終 

泣ホに人『での立ち上がり、ブ 
ぅザ—に子ャンスが訪れた。ブさ 
ザ" ^ はロンダシ.ユ ー .夕 ^ ，の -1^ な 
が、むつとおおかけでボストの則 
哉にパスを适って PT を 誌った。 
この PT を。へナルティス ロア] ぶ 
胸*ル野招が決めて i 点盖とし、 
がしぎみのが曲。きらに 絲けて横 
山の碰巧で？了を謁-^て同点微を 
つかんだ。ところが，こ の〇^ 了を 












太晓 Xj ヒ国殺。太贿が前半からスパート，大差で腺つ 



ジャスコは锁山めリードから江 
本"寺がの多影な攻單、 GK お部 
の玻 t すで、§得点、予想外对大 
差でが職を飾った。 

V 同‘朝霞市立お合おちお(培玉；^ 

大崎语気巧ぉ国嚴巧 
(3 腺) 了敗) 

0 ri ; 大晌はシユ t 卜をバシン 
とおめて、これを持ち-こんだ石井 
が決めて先巧、その後ち四いディ 
フ ユンスかを、ホ国のをめを封じ 
ては速をに持ちこんで得点を巫ね 
た々 

丈.蟲'は主カメンバーをとっかえ 
ひっかえベンチとコ t 卜を往復さ 
せるホ梢の試を撮踢で点差を広げ 


ていった。 

北鬧時大崎め前へつめてくるデ 
イフュンスのブレッシサーに耐え 
きれず、ミスを适党して.しまっ 
た。このぇ K を拾われ速玻につな 
がれる という 盛いパク—ン。散銷 
的にシュートをむづめがお一がの 
が想だった。 

そんな中でお国のエースお胞， 
A 木は直開、 U . 得点をあがる活躍 
で、ひとり気を化いた。 

C > 同‘巿 W 巿運動公園袜育お(千 
葉〕 

大和级巧日立極木 

T ® (1 投 

〇 ……大姿な新人が現われたも 
呀'だ。後半けかに巧とリード 
を卷っていた： II 立が、そのまま部 
げ畴るかに掘えわが、大和の新人 
•巧水(损川罕臨お}が駕異⑩大 
活睹、浮き超な.「た日立ディフュ 
ンスをカク孔してはあ敢な攀進で 
立て続けにゴールをがめ，終了 W 
砂前のこの y 7ゴ J ル目の速或シ 
ュ J 卜が诀陽点とをって焊ずかな 
ホ进暗踞利を大和にもたをせわ。 

3.年ぶりの一都返りおきを羅た 
したぶ和韻巧はスタ—卜かを著飲 
的に窮おして日瓦瓶木と互巧の試 
合を展開。しかし、： n 立の- GKg : 
のを鹿の前に、最後のシュ]卜の 
結めが甘くなむ' 71 U と4ぶ差 
のリ[ドをを われて 前半をがり返 
した。： n 立は、がホなかばから、 


バテラン 大輪、ヒザの献峰から巧 
起を圏った エ T ス水上を拱入した 
ことで攻巧にリズムがホまれ、前 
旧、火高の了タッカ！陣ボ確巧に 
ゴールをもの忙しでがべ—スで試 
合を運んでいた。 

後ザも、巢原、大橘の鹿睹で U 
でが ザッ チリと主專指をキ] ‘フ U 
たまをずぶ和は 円 立巧ポイントゲ 
ツタ！前山にマンツ]を当てる被 
て身の作戦に出た が 彼 半' 化かが— 
U と点壺は縮まらず、試尚の A 疆 
は 決まったかに見えた。 

ところが、ここから太和の大逆 
霞が始まった。ちホの述おで庶整 
のの ろしを上げ、さらに秋践の々 
ットインで稱た PT を 川 添が決め 
て3点差"日立ほ日盛轰を.つけた 
ところで大おの ゲ！ ムメ—カー秋 
成を マンツ— 卞る 藍い 作戦に化た 
のだが荒をにこれが基口。 ディブ 
ニン K 脚が挥立ちのが缠で、若水 
の銳'いフょ イントリ ークにふり凹 
され、攻をにも睛鹿性お失って 大 
和ディ了こンス'に甘い' パスを、 巧 
三インタ I ぉブトされ た。 

を水の 連 摘 ‘ n ! ルで残 D 7 が U 
1 化と 1 お差とした 火 和は、同点 
の P T を被成ボはずしたものの、 
そめ直をに R ぶも前巧が PT を失 
服、完全に 流. れは大おの述点剌に 
頓 むいていた。 

お巧の大声扱は大和* を 氷に集 
中。若水がボ I ルを持てが、「何 
かをしでかす巧でに」の期待がお 


鸭を生む。また それに 応えて ゴ ー 
ルに結びつける めだかを、 この蝴 
帥の小が.な.蔚 人は 大したものだ 口 
若水は 残り 3 か、お群の フ1 ィ 
ントリ I 夕で y 立ゴ]ルを描して 
同点ゴ— ル、 さら， に 残り那巧、パ 
ス カットわらボ— ルを愛けで真】 
すをにたり込み.、劇的を逆点ゴ I 
ルに成 巧、大 がに貴亟な 一. 隙をも 
たをした。大巧が日本 リ— ダで化 
国、 ムネ ヵタ城外に 晚 ったのは初 
みて、一部街掃彼の玻おめゲ—ム 
にず先きよい円壁を前っただけ 
に、ず 徑の. 活摺も太いに期持でき 
ぶろ-夕 


第2週第1日 


d > b 月け日(王」巧を市体ち館 

(愛知：} 

じ糾ザ I 如(山 N 处化 n 立ぉ木 
T0L3 C 2 敗〕 
〇,…： 第1逼でジャスコに敗れ 
ているプラザー、尚 じく 大お獨巧 
に予緒かの L 恥を喚している日立 
の対戦。どちらも、 こめ ゲ—ムで 
片 nn をあけて势いにをりたいとこ 
ろ 0 

だが、 H 立は主力め 氷卜 、ホな、 
ム本がケボで戦列を離れて いる だ 
けに蒂しい。立ち上 ボ 0 地元め芦 
援を背におり凹る プラザ —にがさ 
れ、前毕で 4 — 巧と 火 差をつけら 
れてしまつた。 

プラザ]は GK 臣比义、 FP 杳 


小野鳥が、今度ははずしてしま 
う。 この 尚ぶ機を逸したことが、 
このゲ T ムのかかれ目になる。 

直能、逆にコがお岡の述 
攻 でもサィドををめで P T を誌 
う。この PT を辻本がなんなく決 
め、 2 点基をキ ー 女‘。 この..キ I ボ 
ィソトでの PT の 成巧が、错集の 
には ゲ[ ム め 巧晴を分けた。 

このあと 丽チ [ムとも、互巧に 
巧点を操り 谐したが、 化か過ぎか 
をジザ K コが 速攻'、 セットでの 袖 
り曲い ボ キ！ プ から舉々と 加 
点、リ t ドを広げにかかる。 ブう 
ザ]は H ] スを原のロンダがもう 
ひとつ巧まらず巧戦、守妈に巧る 
一で とな「た。 










巧含場、八ジドボールスべなせ♦巧ペシヤル J なのか。 



あのシェルツールが、ダッシュむ、ストップ性、衝學吸収性をでが 

化巧な手棲を超め、国棺太をで圧が的な巧话車を語り、 巧々の碟おへ巧き 
つづけるアデずダス…ンドボみュース 化スボ_ツ お 孕の ちがのホをを昔 
旁:にさらじ巧たをシェル ソー 化を接蹄して登巧しましを。そのち も「ハンドボール 
ス ペシ 卞 化」。 速をなめ担巧はもちろん. ソ ー jwssad 眼の倒れ込みシュート 
でもををした«足を巧巧 „ ターンを留鳥じする固を ノーンやヴリッブ 性を商め 
々吸な、トレフオイル 巧つ ま}バタ— ンなど、ハンドボ-ル 茂なにおける フットリ 
ークの起ホをマ丰 シムまで 追求 U ダみ王化ストップが 库がの 物ち を さら 
5 ブッブしてい まち 

IN ij そ巧ぶ3 本化 ■ ■ ■ _ ▲ 

adidas^ 

The science of sport 

ホがスボ-ツ历お巧式会れ 

〒紐 A 巧ホぶ n 位がリお -S-' 南 W. 近村加干1初巧ち员 • 03 区が-けづ械3,励-りり 
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日本が’生んど世界のボール 

日本/、ンドボール協を橫ま球 ( J - H ' A ) 


巧巧ミムレス が-化 


タチ々ラの，、ンドボールは键ボールと同じ槛造のチューブが離れた 
L • B ， C 中を製をです。 

趣も嘘巧宇た百巧式を社 


原、か巧、則钱、増水、植田、馬 
蹄の布陣で日立のせいパスをイン 
夕 f セブト、去た GK 罵比义のが 
M からな々と得嵩の連なお閱に持 
ちこみ着々 とリ— ドをなげた。 

後半に人って，ブラザ—は地星 
やみ村らを n ] 卜になたせる余裕 
をぶせたが、さすがに日をにも焉 
地が'お-る。氷^をディプょン义巧 
員としてコートに山して述て睹し 
を国る。村蹄に革いホ〔田や‘が 田 把 
がって いかせて後半；：； と 互ち 
の展即をあした。 


をれでも前半の T 叫ッドは大き 
く、日立は基しい2敗：： n 。 ブラザ 
1は怯滕といえたが、お妻票の速 
化で点を蚁れる時は搜いとして、 

みット忙人った時の展閒にもさひ 
と王まが献しいところだ。 

I 第2週第2日 

1> 日ち W 日 〔.日} 神戸ホぶ中をホ 
おお(五崖〕 

ジャスコ逆 ^ u ^) s 日立楠木 

(2 勝} ¢3 墅 


〇 ……立も 上がり 脚 チ ームと扛 
敏 しいデイ 7 正ン K め応酬で 5 か 
間ノ t ゴ E ル々 このこぅ者が態を 
政け-出した四が日立で、5 みに 邮 
田、 7 过 には太商が ジ*スコ デイ 
フょン K の 壁を突破、 2— リと先 
巧した。 

ロホと ずれが ここで" 気に 奕き 
放したかった ととる。 しかし、速 
か、 おット とも 1 枚 上手の ジ * ス 
n は、 重が の述 なで问点に遣いつ 
き、 その後もな本が K . テップ、口 
ン ダ、寺沢の PT 化 ど、 池 放展牌 
かを化々 と R 立ゴ— ルに懲いかか 
り、巧— 日と 大きく水をあけて前 
半をがり返した。 

觀半、日立は逊玻を中、むに激し 
く政擊 、残り W か 3 点差まで つめ 
な.ったが、ジャス rr はお 岡の义力 
イプレ]で HI 立の 化 擊ム— ドに ぶ 
を差し、モのまま適 化 おを 賴み止 
がて G 点差で逃が 切った。 日な诚 
前山が？ゴー ル を尊ぅ活腥などで 
後半は押し気棘だった が、前半の 
失点はあまりに 大きかった。 

皆 同•大好県立廣合体宵館 C 大毋) 

立一^槪ホ和娛巧 

C 1 滕 J (1, 瞬1敗 W 

〇 前邏で日立 お 木に おやか 
な 逆転髓利を収めた 犬 和毀：巧が、 
一二 速錫を目措す立な竜 機に いかに 
食い下がるかを白01戟。照她み 
々、大和はおおの連をからのサイ 
ドシュ—卜に揣を、4かには川が 


秘 成のミドルシュ I 卜 がか まって 
3|日と巧スタ1卜、謁子の献に 
乘っているた和ら-しい先制な紫だ 

った。 

しかし、ぶがが木下の. 2本の P 
T 、 のを ドルで 313 とした 
あと、：^か過ぎに大和1^に.靑口 
の 前のツメを見た桑原の-ぅかしシ 
ュー トで进転に成巧してからは 一 
ぶのなな一がぺ[乂となり、；？かお 
がのミドル、 U が 木 下のロンダ、 
お立の巧技で4点兼が'ついた。一 
方の 大萌は曲姑早々 の 3 .ゴ！ ル か 
をけ かに 秋成のカットィソシュ] 
卜ががまるまで化张を蝶りおして 
完全にホ戲、述ぶ、もットともに 
余槐の巧た立石に巧しまくられ^:^ 
17 と酣半で大きく 立打に 差をつ 
けられた。 

をホ、立ち，ホ下のミドルぶ诀 
まったると、大和は： n 立戦で乂活 
曜した新人*若球が連な. ゴ ールを 
成巧させて近皆が规待されたが、 
試合巧者•立ちめ穿夥な臣ほ 
んろぅされ、立巧を臂かすまでに 
はまらなか「た。立巧は前半、「岩 
ホがあまり画くなりすぎて」 

監督：} 火 おめ先制パンナををけ た 
が、 ベ] K を取り房しでかを は 1 
をおあふれる攻防で全く大和を寄 
也つ けず、貫禄を 示した 一都だっ 
た" 

- 第3週第1日 j 

一>日巧 w 日(止)四日巧市ホちお 



一 ' xO 










フットワークはフォー乂ーシヨンからをまれまず0 
だれが施けてち、 





一11一 













(云星 

ジャス n W (班：：い)9北国頭巧 

C 3 應) (2 叟 

0 …… ジャスコ© 一方 腺ちだぅ 
た。ジヤスコは、 北 罔のミスに。 
けをんで立ち上がりから得意の速 
咸を通発さ 进 、の巧までに寺 お、 
お岡もでり— 〇 と北国を巧闽 、そ 
の後も北国は単 诚 な攻をが 稀いて 
ミス 电多く、 ジャス コ の 7 ンザイ 
ドゲ T ムとなった。 

前ザで刘 ）5 と 大き<水をあけ 


たジャ Kn ほ、/ ンバ！も 次々 と 
を巧させる余稱のゲ I ム運が 。 G 
区 ■も部かも-のリンバス迹 なや、 
寺沢、重が のシャ]ブな攻 をが巧 
え、 ぶ邮エ IK : A 木の 攻楚力 だ' 
けに兩る北 W につけ入るスキを5 
えなかった。好闡なを單ベ]又が 
输 いただけに、最多得点め リ I ダ 
箭記 窥が飄 A するかに見えたが、 
接渦に入ってシ な— トミ义が隔い 
てぺ[スダクン、 邮禪 点のタイ記 
绿にとどまつた。 

また、速 かの祀丘疫 でを りまく 


った松關と莖がは、ともにフィー 
ルドゴ I ル9点の yt ダタィ記録 
を樹立、ソ^ |卜牢争いめ'ダ1夕 
ホ 1 K 的がをにめし上がってきお 
磕じだ。 

第3週第2曰 I 

ク日月の日(日)京都お立体宵扉 

(養」 

かお 電娥里 北 岗皴行 
(2 跋) (3 般) 
0 …… い上いよュ r ゴ からのな 


丸 外人コンピ、ホティ ツァ ■イレ 
シュ (愛称 A 1ャ) 、'バリ ッァ， 
ドルヴ エニヤタ(愛鄙べー ラ)の 
抑を 場。2、 3 日前から風邪で体 
調を描していたべ I ラは、5 か 間 
ほどの化驳だっわが、モス タワの 
"鼓 メダル 上了ザプテン，力 E ヤは 
スタ ー ト から ブルか 場して ぉゴ ー 
ルを背う大活曜、本場ョー ロッパ 
の. バヮ T と岛さを見せつけて攝か 
めさ/怠を誘った。 

ユーゴナシ3ナルで邮回の' 八ムま 
焉踐 試を化場という大変なキネリ 
了を 誇る 力 t ヤの貴上はポスト ブ 
レ ーだった。北聞のディフホン ス 
揮からゆうに 画 ひとつ飛が化した 
削帥の長身を7ルにをかし、 ボ— 
ルが 入れだ身体をあずけるように 
してなだれ化むター ンシ ユ！卜で 
が々 と北固ゴ—ルに蠻 いかかっ 
た。 3かの 初 シュー トはゴ I ルを 
すみのバ1に当てて失股したもの 
の、 だかにサイドからのパスをを 
けて 中丧から阁れ込んで"白本初 
ゴ — ル* をあ「きりと戚一^， モ Q 
彼は「ボ ールを持てば1点」とい 
う 感じ..のこのポストプレーに加え 
時がり7 ローク！ の. 位置に禅いて 
からのステップ シよ [ 卜などで 6 
ゴ I ル、 ディ フ J ン K でもデンと 
中央にそびえぶ「て ホ围 .の.ロン.ダ 
シ ュ1卜をな々とはたき蒂とし、 
紀妙な.インター みプトも巧一二披袋 
して"さすが 本当の ホンモと 
つめかけた 3十人め大観衆をろを 


らせた。 

試をは、立ち上がりかを一方的 
な立石の. ベ T ス。 GK •井村から 
のロンダ パ.ス 速攻、莱ロトい パ X 质 
齡から巧遇をを連窜させでのかま 
でに KI 1 と大きく差が師いた。 

ーホの北 岡 も、若手に メンバ— を 
切り.か：えたな-をに ミスが ぉた とこ 
るを 夕 いで A 木、藤' のの) 抵醒で 5 
ゴ]ル連職するなど保單を閱始、 

健 ザ も'丸山、ル玉と いった ヤン ダ 
が涵服って姑おをふれる ブ レ]を 
姑せたが、試をのホ醉にはお誓が 
をく、則1;:!;でな巧め完脯に終わ 

った。 

マ爲，饭ホ巿榜を体ちお(栃木〕 

II 甘；： u ) u 謂夕1じ 

C 1 酶3堅 (2 叟 I 

〇…… おが.め P T で先取点を暫 
「たビタク—があいすが る n 化を 
1お差、2点を でかわしながら 进 
げる展郎になった。 

前 f 盤は をくの.一姬 一遇 ゼっ 
たが、ビタタ ー はル t キー武 施を 
コ—卜に埋って、これが当たり、 
が廳の連敢でのか 81 日。 ぺ t ス 
をつかみかけたのだが前半巧り W 
砂に□立は前度が打ち こんで、 ま 
た 1 点差おキ t プ 、砸ず I ムの」陆 
操聞の致尚のホでハー フタ ィムを 
迎えた。 

後半に入ってビ クタ—がスバ t 
卜 、中 娘、 お 城、池の 〔 PT ) で 
5かまでに 3 点を 加え一気に 4な 







MGH 2 ¥4, 500(おを巧) 


MGH 3 ¥4,即0(おを球) 


デザインが感触が新しぃク 


B 巧星コムエ某ネ丈な合れ 

に烏 ■ 巧を > ホ巧*を巧居-宿码 




藍とした。このを は 太きいと'思わ 
もたのだが、 日ぶ はあわでなかっ 
たな' ホ輪が味の 志る プレ I で捕を 
取を と、 若いが田、 ベテラン 水 L 
が疏いて、 再び i 点幸に 迫い丄ば 
を。日^:^にとっては，-この^から 
氷 上がをの故瞬から立を 直 「で S 
ル 巧 場していたのが、デイフてン 
X に落ち.つきを 与えで いた。 

U み、をめをが フて イントか 
ら舜 びこんで ついに问ぶ 。ビタタ 
I もおがで邊 すが、 日ぶ は大 悼で 
巧び同点、 端いて ル报 抓が进おシ 
ユ I 卜を四 分に 放を、 お 厨 これが 
が碟 点にな「た。 

日立は、その.後な 7 か間を 隐い 
デイフ王ン义と G 反.寺 昕の棄技 
で守りりいで片日をあけた" 

ビタタ！はを半ぶ U がとの みに 
2 本の PT を あ化した.のが敗阿の 
ひとつになった a 

V 同•大阪市中央 お 育 館(，大防) 

大蹄芦或是那百丈 お 疑け 

C 3 i 煙 で雕2.賊) 

0‘：：.今シ—ズン、すでに2 腺 
をあげて波に乘る火骑に大 1 神が挑 
戰 。大和もずリ r ダが喊で H な晒 
ホを喊るなど昇り調に J にある。し 
から太巧は.地-兀と いさこと も あり 
その 厨張りに期巧'が梓たれた。 

スタ]卜直を、大和は W 派のミ 
ドルで先行、お崎もすぐさま李 相 
玉が义パッとデイフェン K め閒を 
割る ステップシュ I 卜 .で.同点 .。 G 


分には大和*若水が、 火魄 の.ミス 
を拾って独竜、 i 麻り IF するな 
ど、前半 W なまでは 丽卓 いい面を 
出しを r て好ゲ ー ムとなっをむ 

だが、 W かを過ぎて かも入 和は 
ディフュンスで徐々に押され揣め 
た。をれ.もこれも大崎がパス巧し 
を早くして、太轴デイフ4 \スを 
振り回す巧戦に出たため。とくに 
李コンビや西の.。 ハス 巧！夕が亲嗦 
しく大和はディフェンスをするの 
がやっと、ぶ學に移る情には、も 
ぅ藥ゃ如が切れているが麗といっ 
でなかった。それでも前半は大和 
■川淹、若水 Q 活賴ボをって大幅 
のじ—9、大和にもまだ当みがあ 

った。 

媛半に入ると大 請がスパ I 卜、 
李梅ぶ.のロング、 巧の ヵット イン、 
P 了などで一気に業を熙いた。を 
の楚知、太和は攻解にをるとミス 
が化る。 ハタ—ン、をのミスを 太峭 
はが々と述 ホにつないで ぶ I 巧と 
乂基0ゲ—ム をした。 

大和は、 デイ フェンスで 植神力 
を捉いおたし、 な單に 移った码に 
をく 自かの ゲ—ム をできなかった 
のが 化 因。 

火.峭の商はェ—ス ⑩貢祿 を 瓦せ 
り：得点、述涼 ( HI 本リー ダ) 1 g 〇 
ゴ！ル、リ In リゴ|ルめ太 亩へあ 
と W 点と おった。 

第4週第2日 I 

V 7月4日(，目)吸阜單民が育想 


(践卓〕 

KT ぉ ( iM 常池麗巧 

? 01 & (4 眼) 
〇‘ ，‘…的单 なち心がり 如 秒、ぃ 
きなりプラザ t -. 巧 原の地 娜なジ 
ャン-フシ ' 1 卜で始まった。 

プラザ t はこめ更 原、增おのコ 
ンビで 看々と 加点、北 阳は欢おが 
が淵で、なかなか プラザ] 障 内に 
入れず、 パスブ！ 夕^ 张れて 前半 
はいいところがをかった。 

プタザ[は语原、增 永に加えて 
則或、巧巧が ょく走； り、述 かに化 
ぐ述巧で点盖おにげ、搂半 も-方 
時な tlK 。 化国も前平詞 午ので 
なか 「た A 木にやっとエソジンが 
かか「てむ もまくっ'たもの： の、点 
普は隅く ばかりだった。 

しかし.、ブラザ t は 茜 掠- 增 、化 
のぉ得点、則 おの &得点と点数は 
取って いるものの'、 がて るずブン 
K になて をい 場面が し. ばし ば'見ら 
れ、專謂にはあと 1お。 北匯では 
A 木、 巧の 项張りと GK :^ 化 均好ず 
が： n 立った 「锁だッわ。 
t > 同‘离山 K ポ ー ツセンタ— へ 山' 
製} 

立ち 甫靖 3 ( IU 一" S 呼夕 

(.3 腿‘) C3 3 

曰……女子の部では！均嚴終 
U 。 まだ腊ち星の ないビ タタ r は 
巧盛な 络 力で 桃んだ。 G に诚ぶが 
再1-;、立石の / E マー タシ ュ]卜 
を阻んで ビタタ ーをもむたてる 


と、 志村の カク ト イン、赢龙の述 
攻をどでベナル ティ I ス ロ r を理 
論して. 属 い、 W か、气にか 
でも 5 を、 上く 立モについて' 
いった。 

立だは、 ユ t ゴからの 化 人ダレ 
i ^ ] を加入させてめ‘リ】試合目。 
この 試をでは スタ！卜からイレレ 
ュ 、ドル ヴュニヤ タの-一人を コ I 
卜に请 場 させた。 

イレシュは ポスト、ぶ輔ドルヴ 
ょ ニヤ クはおが 度を ホみわが、立 
巧 全体 巧 コンビが、- 一人が 入团し 
でみもの 時間が歩. ないた.めかを だ 
まピ 、前半は 攻擊が喔みあわず を 
しんだ。 

それでをイレ シゴの构確なディ 
フ王ンスの指示で、ずけを固め 喧 
しで、邮半終 溢に 速なのリズムを 
つかんだ 。さらに ホ f のステップ 
から-巧アンダ t シュ t 卜が髓けて 
がまっで、やっと UIH と禱衔を 
脯け山した。 

を半に入るとな巧は'ドルヴュニ. 
ヤタの K テツブシユ[卜を皮强り 
に スバ ー トをかけ、愁叫のバス方 
ット 、 GK 井村のがかなどから-化 
々と述欢を壮かけ、 7.分までに日 
点連取、 け！ 8 と雷をぶげてま增 
棺。 

その泌はビタタ I のしぶといみ 
ツトイソ 攻擊に巧 11 . P 了を許した 
ものの 「取られても なり驻す」隙 
ちパタ f ン で、3酷肖を あげて 邮 
期を終えた。 


一13— 



















晚がさけデサント 


いくつもの 
勝利をかさねて、 
神話がをまれた。 


が W のビタヴゲームで法さめドラマををんできたでディダス 
[ れ>ドボールウ王ア 、ュ スポーツ巧をに S づけされた些能怯： 
むだな抗りを扫 f したアクシ3^巧 t めのデザイン。どからおえ 
めかれたあがであるなもそれ Ei 差し 

アデ斗ダス/ 1ンドボー ルち;巧ウェア 


adidas 讓 

HANDBALL WEAR 



卜が©り e が 


A 


myiten 


こもんください独怕のリブおがとパ本 
ル ffl 段-宝。このつ2曲体ノンスリップ 
晒逆"で楠かなモカかり的けだ L/C 

モルテンパンドホ'—ル比さむこナイロ 
ン糸を敞ををはどこし，すばらしいが又 
な、窝巧け/どら実現して，口本て'はじ 
め TM 原 J 、ンドボール逃盟 ( LH . の 
楚誌を摧踩"ンドボーぅ一の拓剧 
的む人別と信賴を集めて 11 ます。 

■日わみドおル 私: 夕■田が"ドボ^ル 
のを脱巧り. H " 巧 U おがぶ巧が! 


¥化；み 


心戶ボ ー 乂 


t が f み：！ ムエ顯 A 巧 Sli 

ぶち巿西控巧 W 巧町 I を8巧干733 
11(邮リ 232 —nai 化 
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日本りーグニ部 


八男子：> - 

一 > e 巧じ日(止。：ン*スコ体育館 

〇鬟) 

SS 其 IU 則 a I い g お 

0-;.;® サ立ち 山がり3 I ょと 
が讀な スタ f 卜を 前っ を おントラ 
ル だが、 中がは西淫らの 欄 人 巧で 
ジリジリと加点、扣せ 過ぎに &1 
5と.同点とし.た去と ベ] K をつか. 
んで WI 8 前半を 拱 了。犧半に入 
ぅても セントラルは 中が の 瓦い デ 
ィ フょン K Q 抵に陋まれて S 敎を 
余攝なくきれた。 

ホ骇ボス 里面 M 巡严 ^ 3 ^ 
了结 (1 か】' 

〇 :;+大歌‘カスは GK のが守を 
速な に結びつけでトヨタに 食い ート 
がり、捏本、中がのがシユ]卜が 
化って 殺 梢が 调にべ—スを摧っで 
いた。 しかし、トヨタらしぶとく 
粘り、 終了-吐 抓、サィド シユ] 卜 
のリバゥンドをねじ込んで 同点に 
持ちを み、 すゥ じて取戰を 適れ た。 
巧 ホとも 义ビー ドの. あふれた 巧智 
の疯い-戟だったで 

三 ちの f 巧 ㈱ )§ H 崇建が 
了 勝} 了嬰 

〇…： .前半而乎 J ムともデイフ 
玉ン K が 弱く、ぶの取りみ いのゲ 


—ム となったが、 中骼 かも GK • 
睡叫の活箱が目立った二 扇が混職 
を 操け化した。廣卡 、日敎 もょ く 
動きの か 遇ぎ に 同点と するものの 
二！賴‘巧 村ら のを餐が 巧え、中 お 
な蹄日獄 の祕れをつ き 速攻でたた 
みかけて 驟 負を 決めた。 

|>日巧け B 〔日)ジ*スコホ育顔 

(II 室) 

i — 互刊訓 V I む J が 

〇…… 立ち上がれ2 みまで 51 
日と お 巧の試合だったが、 ir 腿. は 
じみ 6 I 5 と抜け. おて、旧口、 明 
らで 3 点連取、 巧分過ぎには7点 
违驭 しでセXトラルを奥き被し、 

I 方均な y ! ムとした。を墳にキ 
y をを 欠く セントぅ ルは、無或な 
ホ黃からのシュ ートを述発、 三赐 
の 逆速弦を 邊ばで酵 U をがげた。 

料3龄叉咖 N 画)抓 S 拱 建が 
( L 瞒 i 分.} C 2 奴】 

〇 : を闲の両子—ム 、段きお 
たのが トョ ダで、 中島、 浜 口ら の 
适躍で U — 扣と 前半 リ—ド。 後半、 
日を は池进の 迪磕ゴー ルでお 巧の 
进 い上ぜ、二. たび1 点差とつめょ 
つたが、 残り化かを辄る とその 泡 
をぺ！ K が鋪 り、 おめあ.ぐむ階に 
卜3 夕に 一気にをたみ A まれて巧 
きかされた。 


ミ 商？3品 — S ) 如太般ガス 
C 2 驗一 〔1か1股) 
.〇 …：‘前半、中馬、地ち聞らの 
気迫.あふれを プレ ーで化巧した一二 
贵 だが、 必 あに 粘る太 照 ザスに点 
差を熙 けることが 出来ず、終嚇ま 
で夕 u ス•卜 — ムが統いた。 を平 n 
み、 wiw と待窒の同点とした 大 
阪が K 、 がぜんに 型ム]ドが簡ま 
っ たかに 吊え たが、 II 烏もみ馬、 
蜡主園の野シユ！ 卜で 懸命：に逃げ 
お品は 大贩がスめ賴閱 もむなし 
く、2点 基で111闻が陡稠を握っ 
た。 

V 7 巧3 曰 (±1 太おガス今津校 
合体宵お(大防} 

巾が荷觀叉げ^) 2 ホ陌 ザス 

( S 賢 了 か。 度〕 

0 :.…郁半、 中が が投.は 松 本、 
拽崔でべ！ K を. つかもぅ としたが 
太版'ガスも離 巧、 典野らの 気力る 
ふれる 誤肋 ザぶ 戦、一遥一遥ボ嚇 
いを。しかし、中が はおみにプレ 
t ィンダ •マホー ジャー •贩のが 
登堪、この飯西の.穂を見た 2 廬結 
ゴールで 一気に ぺ IK を 振り、 デ 
4 フ王ン K を锁化した.族半は、 火 
阪ガスの 単詞な シユー トを述 なに 
つなげ、お々と 逃げ巧った。 
トヨターリ ホントラ 

車 ホてル自肇 
(2 R 1 分； 一 C 3 敗〕. 

〇 …-“なち 上がり 調子の出ない 
トヨタ率体はイ] ジ — ^ ミスを操-リ 
おし、 セント ラルは y 野の巧リ— 


ドから日せ逊ぎに 512 とリ] 
ド。しかし、中島、森岡をの踏ん 
なりで盛り返しわ トョタは W がに 
迦 転に成か、その後 杉な 岡、商山 
ら の诘摧で怯碟した。 

11一陽勝会巧パ)巧 n 嫉建巧 

〇 蹄) ( 3 叟 

〇 ……叫かまでは日 洪が贵 本、 
山 口らの祐随で日— 3とリード。 
ご一階は間を中、 むに金子、 而口、嘘 
が® を4人の ディブ 王 ンスで 建 
て 直し、 ジリジリと地力の差を 觅 
せつけた。 搔半、外山、池.巧、山 
口らの活盧も あったが 焼けちに 水 
二 極；^ 蘭の T シストで 巧4 がモ、 
砂川が C ッぅッとブレ [、 太差を 
つけて 圧勝した。 

v 了 月4日(日 ) K 腹 ボス 今津楼 
合体育お(大路) 

三撮庶当里 SMSIS 太阪ボス 
(3 腿) 了が 33 
〇 …，： 前半 立ち上 ボり-から’， 一熙 
は金子、関らの太刪遗キの バヮフ 
ルなプレ！で得点壺をにけてい「 
た。 一 方の太贴ガスは、時がりお 
野の齡人ブレー でゴ E ルを あ- げる 
のを。搜 ザ"お丰に ィン パ t チュ 
ンジ した一二陽に 刹して大敝が义も 
裡郎 したが、 丽 平め 得 決 点差は い 
かんと もしが たく、 体格、 咕力に 
まさる 兰 雌の圧祕 だった。 

r _ 貝 9f 「化 15 \ 6 セントさ 
- _ 昇 2 I ^ UIUT ル自 勘を 
(3 縣) (4 助；) 

〇 …二贵がぶ 飼のを 静な試合 


運びを軸に踞始化御した。前半を 
めあぐんでいたセントラルは、後 
半に入って日野の yE ドから お 
中、海を原が雨サイドで確冀にポ 
イン トを榜 ぎ、懸 斬に 晚同を剧っ 
たが111飄を脅かすまでには至らな 
かった。 

中村巧铅 が(巧^)け 日教述材 
(3 雌) 了叟 

幻：*‘.‘ 前半、 U 拱は左 トリオの 
活 曙で り！ ドし わが、 中がが山綺 
のゲットで逆 臨しでから一進 一 
退。 H 泌 •池ぶ の 退場を機に中林 
が 着々と 加点して 卽半を賴了。後 
半、： n 铁も皆聞したが、 巧な頃か 
らみがの 堅いディフ王ン スを攻め 
あぐみ、逆に述腺をかけられで 賊 
をが 块 まった。 

< 女子 > - 

V 月6日 U on ) 巿川遥動な圈体 
育結〔千達) 

或京甫機训 f 别一け ムネ カク 

て睐) て裝 

〇 :,… ともに义片 J ドがをり物 
恐両チ！ムだが、セット プレ r に 
瑟 る重楷がを 旧、お 辺、 f ⑩サ 
イド、 ボストでム本み夕の 甘い デ 
ィフユン K を 切り崩し、 7点壺と 
大きく 水をあけて前 ホを 終了。後 
ホに 入って ムネ カタ もち田、広出' 
朽 旧ら のミドルシ n J が巧まり出 
し 追摆を開始したが撞中で替切 
れ 、拉雖は電模 が一で 巧に巧め立 
てて即 In と快が。 


— i 扫一 



















を子の巧戒大巧日ホ大戦。巧戒-两原のシュート 


関 

東 

学 

生 

春 

季 


戦 


筑波大如品；：： . 32 尚±大 
日本大抑(巧化百法政大 
日が ホ 又 gusv 慶応大 
胥5巧2日 

日ホ丈如 f 0 n 把の法®大 
鋪波火巧 ( gu 百中み大 

早禍男 S (け3.巧国 i 大 
日ぶ 大 sf . mNI } w 廣胳火 
V 6 ぷ 5 DI 

日ぶ ホ 立巧 早 楠 男 
鮮腺ホ 見巧謂百日休大 

ゃ央大型お一犯)巧 法政大 
一:± -兀巧 ( SU 慶応ホ 
V 5 fiup 

中央 * K 531(刖1圳一 H 火 
法を 大立 SU 普2慶 化大 
早 辄畏ほ (巧^ 補波大 
日本 火 里側 UV 日^ 大 


月に扫 

早靖扭太些巧？) 战法政 丈 
就 波大；皿 N 。 け 慶ぶ大 
日 体大 艾願 us)u n 申大 
中巧ホが ( lu ) 孤 H 本大 
V 自ぉ？^日 

早禍田ホ里動 UM } 巧慶応ホ 
筑波大 の f 罰 Ui ) s 3 が政大 
日 本火 艾刪：：^}^3拭+1 大 

日 体 太那品 U 則}如 中典大 
〔順怯〕®日ぶ太. (6滕1肤〕 ®. 
日ぉ大 (日腿2毀感筑波大(日 
除2敗 V 煤 早 蹄 町 丈 (5 肢2 敗。 
岛#41火 (3 勝 3.敗1 か)麼爲+； 
戈 (2 脱 4 肢 1 か)感を 巧大 (i 
跑 .6 歡) 感を拡 -K (7 敗) 

::属を還宇) 

GK お巧浩 (国 - H 太} 

西 細 賢沿〔早顽 旧お〕 

糸_止が ( y 本 太】 

西口 隘 ( H 末太) 

简が誠 一. 〔白体大) 

巾 嵩昭博 (筑波火) 


化教大 
筑波大 
早稲旧大 
單応大 

中み大 


実方智 (策去 

^ 得点王： I 

お方替(寞吏 な点 

八 男子二部〉 

!>4 月别日 

おを大圳—— 化拇爲 国大 
順天 大批-^ .巧 明抬乂 
東京を芸大^ —— U を城大 
一 >4 结日 

康 領大别—— U 明里大 
V 4 巧站目 

愤お园大巧——巧順お大 
出おお 明治太 
お 滞ぶ 抓——巧志 お学畏乂 
で ィぶ如 y 

が 城 丈 如——撮 お 国大 
順す丈の——糾明屋大 
一 >4 月 W 日 

燕研学芸大如——巧順 天火 
ずを太 W — 明星 火 
韦お大糾 —— W 明治 乂 
扫月 I 白 

垂費十芸大扣 - 如 東な 大 

お滕大狀 ——對拱转国大 
ぶ城大 犯^—如明治 大 
V 日月. 2 .口 

お南太别 ^ 帶が大 
垄 W 芋芸大抓。—:^枯お菌大 
Y 5 月日 〇 

お拇大 ^ 祁刪义大 
逢が学芸大明治大 

Y 。 垣 n 

拱 浜国大の —— 巧 闕星大 
束な 大巧—— 那棠術大 


恭城大ぶ^ —^ 巧 順天大 
可 日巧扣 a 

お游 おの ——狙 茨城火 
束 京大 邸 ——巧 幅ぶ大 
横 お 區大姑 ——的 閔洁大 
奉ぁ学 芸大 W ——巧 巧虽大 
e >5 ぉ孔ち 

明を 大巧 ——旣明治大 
C 順化】您 東海 大 (6 .醋 1贱〕③ 
東南ぶ (目腺 I 胶) ③ 東な 学 芸大 
( S 腺1嬰®靈大 (3 腊4叟 
風軌躬 W 大〔2 驗4敗1 か) ⑥陋 
大 (2 勝を敗；) ③ 明星大 C 2 滕日 
股)® 明 拾太 (6 破 i か) 

A 男子二I部 v 

V 4 H^^U 

亭陰大 端——巧廉京葡科大 

神 第川ホ 巧 -^ 巧立教火 

损お 商大 W -巧奋山 学院 大 

上智大お——芝補エ大 
V 5月2白 

ま 浦 エホ R — - U ぶ載大 
上醫大站 —— W おお 理科大 
神 祟川大 乳^^极お商大 
|>日 巧 3 H 

弟お理利乂如1•口神杂川大 
V 日月5 

ぶ郁工大§5^ ^ 巧を川大 
ホ’教大 那^ ^ .3 锅浜 商大 
P > 5巧 6 日 

t 智大巧 ——靑山 掌髓大 
窜檀大が——2： 賴裝お大 
V 日巧 白目 

芝滿工大叫 一 -化尝山 学院 大 


<男子-部V 

04巧の口 

国±ホ里 I 。て 

n 本大站品 n バー那 

日体ホ又 mu ぶ 

P をた7 、 U 扫\己. 
中巧ホ2芯—も T 


早稍異が (nsv 



— 1 日^— 








うちのエース、背番号50。 

萬本にお要な遽ホほど、巧错柩をに黃 J 
\ 化ら のです。 甚ホ性艦:慢れたバカが 
フキーゾ…シ a ンを祖 A だ， ビタターの 
カラカセ50。<見る，がこ嚇かを一台で 
やってのけるマルチブレーヤー々カラー 

になった1做 3なメカです。 

♦ ビ クタ -〜 の ^;巧ぃさゎせ> 力々 P グ RA け （ Tl 日が 言 京 巧すた巧巨田が W ].’ 卜 山ヒ-ル日光 どをク — （ み} f シ？ * ーゾーシ3 ン * セ：^クー 
< け LIT "" 百 卜な卜对 61 い •* V たがれ》 しじ t め口巧人 t し了み LtV どの a か U - ,け||ち上，«も4。里巧で巧巧で*1ザん， 



I^VIctor] JVC ] 

なじ吸！!式脚 


立お大搜狀試み束を理科 大 
上替大け^^8學惶大 
巧日月巧 a 

上智大 M ^ . n 描お商大 
青山芋隅 丈 W ——口立教大 
p >5 月ぶ日 

芝滞 工大 如——刘操鸦商大 
專搔大糾^ 立教大 
上智大 1 U 神杂川大 
神某 W 大 糾——リ 青んが院’大 
東新理科 太 加——別靑山を 槐大 
一>5巧が口 

が幢太巧 —— W 是丽 H ホ 
上智大姑 —— はな 教大 
畫巧巧 巧火泌 一^ 拽横お 巧 ホ 
摩 幢大リ ——2；一巧山 聲院ぶ 
V 日パ跳り 

ミ補 工大 扣 — 如桌巧 理科大 
一: 陋位】風上智大®聲修大感芝滿 
エ火風 犀を 邸科大⑤神窠 W 太⑥立 
教太放靑山毕 臨 大@秘お梅大 

<異子胜部 > 

|>4致口 

贴術乂 2 — ，け 一福太 
太乘ぶ化大如—— 埼 U 大. 
垂ぉ猛お大詞^^り 文歎大 
V 日月 2 n 

太ず 乂化大 の——乳 陆窗大 
文.ぁ大對 ——じ埼 k 大 
-樵 - K の —— 巧杂を 鞋窃乂 
V 日ぶ自 n 

お術大卵 —— ： S 埼玉大 
索を 糕済 大巧——測恤 火 
可 5 g 日日 


大京で化大强 I 橋大 
埼玉火^巧創伽大 
東京唐巧大别—— W 千葉工大 
防衔大 E ： — -巧文教大 
W 5巧 e 日 

一橘大口^^巧ぶ教大 
中葉 工大 W——U 一搞大 
一>5月 " 'n 

太一弔 乂化大姑^— 别菜を摇 済ぶ 
贡截乂 如—— S 測佩大 
す 漂 H 太 那^ —け肋街 太 
?。ぉ 

埼玉 大巧—— U 东ぶ摇み乂 
創 価 乂 2 :——，w 一橋 大 
大東で化大リ—— 巧ぶ敲大 

防镜义 .巧^— 創 価 ホ 
埼玉大 パ’’ 山 千葉工大 

千棠工大如^- 創耐大 

可 日ぶお日 

义韻大— 23 千漠王ぶ 
お溝大 g . —— 扣 東京お済大 
大案文化大 那^— 創碰大 
? 。'巧の曰 

大建文化お — 千遮工大 
(順祕) ® 火棄 文化 大@紋衛火感 
墙ぶ大感艾 栽 太感千駕 H - Kf 京 
経持火® 一 橘大⑧創価大 

八 男子五部 V 

|> 4 月が 目 

東お觸 太の—— U 祟をて大 
独協大巧——の. 千葉大 
或 热乂 —^巧を洋大 
横お I m —— U 武棟工大 


V 4 月が日 

拱おな大邵——の東げ大 
或蔵工大の^^巧千葉大 

武感大孤-7牽 W 工大 

独撼大別^東お薛大 
y 百巧6日 

宪巧度大巧で蓝乂 
を蔵工大が —— W を歲大 
独摇犬别——邵東洋太 
蓮ち大^ W 城识ホ大 

ク 5 X :: 巧 U 

生で太 U —— 指独揣大 
おな農大郎——过武或エホ 
武親大 の——巧横お市大 
藥泮大郎——别平靡大 
p >5 巧巧 □ 

武蔵工大網^^别東洋太 
横浜^ 口——げ束ぶ 趙太 
東な X 大巧 —— 巧 千葬大 
1> 日月が 口 

車巧皆大那^ ^ 巧藻洋乂 
独临大如——巧惜 '病 市大 
武蔵太站 一 千冀大 
武茹工大の—隶な H 大 
〔解化」 ⑩董が麗大⑤获锁 H 大感 
独廊大敏ぶ踊大®撰滨市太®東京 
X 太 風 東洋太風千葉大 

八 男子六部 V 

一 >4 月別日 

玉川太巧明を学臨乂 
お光大 W ^^化都留ス太 
閲東学院大的——2瑞な大 
雨が皿大の——が成极大 
り本工大 が ——の東京ェ黃火 


廣主大如一^け山型大 

p > 一な月1日 

邮治争臨大 U ^ 孺狀大 
裝南外語大视 ^^ 川鹽お太 
韦川大— W 都帮文太 
可 5月3日 

関東ザ腊太如^ ^ 桌な H 芸大 
お光大城——化麗的太 
|> 5目日日 

都留文大—— W 明治学院大 
日本工大即^^邮成撰大 
瑕 工大 別——別関束単院大 
雨納瑞太 巧 —— 如 柴京 •丄 芸大 
部ぶ大す峨隙山梨大 
.V 5巧8日 

ホ京か語大？ —— 3巧體大 
V 5 ぶリ扫 

麗於大卽 一 卽巧雖大 
閒おお臨大？3^^が桌な化語大 

山觀大が^-則おな 上妄大 

成摆大巧——乳興エ太 
口本エ太の 一 -巧嬰細亚火 

言捏日 

明治孚臨ぶ於—— U が贿ホ 
郛得文大巧^^加輩京か語大 
ち 川大骗 ，—— ，2麗的太 
废玉大那窜京エち太 
類浩毕瞄 犬 お 一 化暖乂 
日 末て 大が —— U 都立よ 
胥 5ぶな日 

明治を粒大糾^— W 巧光乂 
U 本工大别——如お 工大 
巧頤大狀 —— ^或京工芸 火 
亜細亜大 が 都ぶ 文 
都稱父大站 —— W お殖大 


^ 1 ?— 








脚东学瞄太糾——2ム驶大 

|>日お巧 tH 

関来学院大如——巧 R 本工大 
拓茄大别 —— W •玉川大 
和光大如——叫畢巧外詔ぶ 
郝留义大 如 ——巧醒沢大 


盡女体大 W 品—パ ) W 

f 日)？ 


就波大如 1 7 


郝ぶ大の^ — け案 お 工芸火 
1>5ぉの R 

碟エ 太. 巧^，巧部ぶ 大 
和 光大 W ——おぉ 川大 

Y 月晋 

亜お亚大别一 栽王太 
日本 H 大 W ^ ■如都 題ぶ大 
ぶ川火の^ ^ け東な外語大 
V 日月が日 

閲東学院大 S 3 ^ ，巧 亜納距大 
成際大如-— ^ じがぶ大 
V 順化決を戦 


関東学院大站——姑玉川太 
强工大挑一 j ： J 巧光大 
〔瓶に〕①日ぶ工大③郁留文大③ 
関東芋院大 ® 玉化大⑥並細亟大 © 
明治を院太③銷王 - K ⑥巧光大感成 
踢大⑩藥京外認大©憑沢大©郁な 
大⑩太®拓贿大颇お氛 H ち大 

<女子一部 V 

一>4月明日 

筑波大叉側 u )7 茨城 大 
04月别日 

日体大姐て u ^8 茨城太 
巧 4月巧円 


|>4 月が 日 

魂 彼ホ又歷 U ) じ 
V 4 月如日 

ま寡太又て 

日体ホ里1=。じ 
筑 能大 
|> 4月如日 

日：^大艾厲 NS 了 

p > 日ぶ1日 
H ホホ里馴：： 

V 日月2曰 

a 体ホ及燃：：：：て 

泰ぉ体太里加 N パ) 9 
日パ3 01 

潘读大又 lu )9 

i 吼波ょ里願 u )8 
V 5 目5 口 

日ホ大里？化 

筑彼大里咖 U } 日 
75月8日 

县体火ぉ品 


夏集 

^京学芸 


1 


日み体太 

柬京学芸 
大 

获城太庸を芋芸 
速お学芸 

宴棄 


W 5 巧日日 

日ホ印太及巧分^な專！ 

^波大東女体乂 
Y 巧 U 日 

筑献大な { IU ) けずみホ 太 
マ 日巧巧日 

威品單芸 お ( INyE 疚城ホ 
|>5 おの日 

お；： て 巧骗大 
巧 日ぶ W 日 

日某太け ( lu ) w 获^大 
S 棒太ぉ (IU で诚辜芸 


日ホお大 
获城大 

が城乂 
订ホか大 

東ホ体大 
日み阵大 


if 学芸 


日か大叉 luv 淡城大 R ホ大の品—把 U 菜女体火 


日化 ホ 里 § ul て就波よ 
|>日月別 H 

東ホ寶又げ l)s 嘆 i 

日ホ集哉 IUV ぉ城大 

日体ホけ品て销跋大 

〔贿化 ： f © 日ホ大 ( W 晚)③济波 
大〔8膊2お)感東ホぉ大 (6 腺 
4城.)®日みお大 (4 嘘6化。® 

( 2 战墨震城大 〔 W 欺) 

〔塌秀邁于：： 

GK お倉おテ(日悼火} 

F 护天野浸モ(日体大) 

国府さわ瑪(白体大〕 

池巧孚子(日体大) 

巧お教子(巧が太】 


山口帳モ〔辄曲大) 

締木智 恵子 C 韦女ホ太) 

八 女子二部 V 

|>4が别日 

都语ぶ太—— H 下翦大 
文教大圳——3駒おえ 
鄉恤ホに —— 5千葉大 
棄海大 化 ——：3モ菜明额 

|>4ぶが日 

文教大都留文大 
南海大が^ -2 刺的太 
^^葉明齒お一 ^2 千雍大 
千葉明補が—— W 郎伽大 
胥-口 月 R'u 

千葉明脯が ^ 熙沢太 
违海大の" ^ 巧文教大 
辄巧ぶ大巧^^8削刪大 
で日月9曰 

創邮大口 —— S 廚照大 
V 日月 U 日 

文教夫の —— 千葉大 
束挪大服^ —4 創伽大 
千薬明德お- — g 祁閒文ぶ 
可日月巧日 

お海太如一 ^ գ —— 千業大 
文教大巧^ — 8 創価ぶ. 
滯留ぶ太日——5風お大 
一 >5月 W 曰 

東海大郎 ^ 郁留ザ大 
千葉お爐犯——じ文教大 
阐お大 U ——5千葉乂 
〔順化：：① WS 太®千葉明猶感で 
教大感郝留义大⑥剝硕大⑥韵が乂 

晕 S 


A 入れ替え戦 V 
一> 目.巧地日 

& 政大里巧削)如 盡贵大 
巧は踐大一部残留 
慶庇ホ里諸：：^) U 宗お大 

み^费応次一部残留 
1> 日月が日 

都留文乂里 iS 典洋火 
が部稱文夫 お 部算格 
束を醒ホの ’ f 仙 M 则 】 U ffl «大 
々患を度大巧部算化 
が董化叉刊訓)巧横'病巧大 
み义化太一一一部巧格 
i >5 パ孤日 

〔奉エ お 姐(が^ _ 化】おで乘大 
ム，り本工大五部み描 
-橋ホの ( lu ) 化裁実 
娘一橋太四 S 留 
防帯大典园 U パぶ5山学摇 
を防賴大 一二 部昇格 
上 轉大丑 lu } K 明治大 
か上轉大 f f 部昇格 
が 星 火 専惶乂 

が明馬大 二部 残留 
叹自巧が n C ぶ子〕 

ぁ城大如で^お大 
が巧城火一部残留 
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トマは欠間と機械:) 

OMRON 



情を•壬耻•両註•お昭‘巧离滿を…むど、 

目めじあわせで、 CRT でわかりやが巧がお巧。 
だれもが間泌、むけムー式に巧いこな卞ことが巧ます， 


OMRON 


il 苗巧ち巧 




_ぶち巧《巧ぶ会な 

な In * 掠千 S ぶな巧巧ちをピ化梢±埋申 no 


0 M RONS 子レジスタ日引-1 RC 
巧おどけて々しカナ文をで品ををもをあ、 
さらにレシートにも同じカナタをで月]も 
明晒で端ちよいをき!■が巧なえま卞。 


人間と機械との対話 


0 



巧械化、無人化がすすみ、人間と钱城との關 
わりをいが深まるじつれ、より扱いやすく、より 
親がむ猜械の開発が结をた。、 
巧から、人間とのが誦をはかろぅと寸る試みが 
それです" 

す「かりわなじみになった銀巧の樹帖化コー 

ず—。そこでは、 CRT を採插化養で、 

吉め视かなメツセー，シをわとどけしているま化 
穩や預金横が。レ K ト ランでは、表示こシ—卜 


— 1目一 





















暮らしへの奉化を合言葉に。 


織霜 S 置黨胖世 




鉄 

は 


と 

么 

だ 

ち 


ちから綱へ I 網から鉄〜。人類がくらしの中に 
终をとむ、れてかも、顿じ 3 日 00 年な上もの半月が 
たっています。いま t 铁はわたしたちゆ生活に 
谏{結びっき、おをを支えるたいせっな役割を 
じむっています。殺の山強いずごたえ、じようぶ 
で 、加工しやすく、窝源にら患まれている绒。 
新日鉄は、利:をのさまざまな二ーズじ対応して 
巧のもつこの型かな特長を余すことなく引き 
だすために、辆しい技術の附発や資概•エえル 
ギー巧あ効利 JI ] など幅ないな野で、多くの 
テーマ Ub くんでいます。 

感脯 B 化製鐵 
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、、、ニ ハンドボ I ル 
じついて 

日本の少年少女を指導ずるために" 

河村レィ子 (筑波火学〕 
水上 1 S 波大望. 


巧年哉が国での A ンドボ—ルの 
普及はめざましいものがあるが、 
モれは 巧 掠お上の競技を志向ずる 
レべ化でのことである。か単在を 
が象とした！：：ンドポ I ルの普及は 
底菌の拡大といラおかをも極めて 
太巧なことであると思われる。こ 
れまでも愛知、熊本、神蒂川など 
で稱かな指導者により、地道な指 
導が巧なわれてまており、教脊的 
効果もあがっているようである。 
しかしを覇的な普及に関しては今 
I 歩め感がある。これまでの実陡 

@涵ドイツの 

ミニハンドボ—ル 

西ドイツでは(ンドボ I ルが競 
捉 スボ！ツとして だけでは なく、 
学投体巧教がとして.^>^している 
ことが認められている。 ドイツ ( 


想果からも、ハンドボ！ルが小学 
をのお育のねらいに合致している 
ことが辜がけられている。ただ実 
施め方法に関しては各地おまちま 
をで、全国的に輔-されたものは 
見当をない。 

今回ハンドボ—ルの掉会的地が 
も高く、その晋をも索晴らしい苗 
ドィツのミニ：：：ンドボ—ルの資料 
を手に入れたので、これからのま 
が国め少年少女のハンドポ[ルの 
指遵の菱焉とするためにこれを紹 
介する- 

ンドボール協をが、少年少女のた 

めの ミニ ハンドボ I .ルの.テキスト 
を 化して い.るめで、.こじで.勒かす 
を。 

愛すべきミニハンドボ—ルの友よ 

この yf フレブトはドイツ八ン 

ドボ E ル協会が日ホな上のか一^^^ 


みのたがの搬がミニハンドボ！ル 
に関する..手則として出したも脚'で 
ある。我々はミニハンドボールで 

邊くの唐びを得られることを型み 
ます.。多かこの.ミニハ.ンドボ！ル 
にがして、なわ広聴な搪雲.もあり 
まし上う し、 まだ基礎のな こを を 
欠いているところもをります。何 
か志むましたら 下記まで お寄せ下 
さぃ。 

ミニハンドボール 
ミ ニバ ソドボー ルは6ホな上の 
少年かホに よ. 「て或おされる。 

〇竊技場 

普通のすでにがもれた(ソドボ 
I ル旋技場が利用きれる。 揖 がの 
が祀によっては、？^ メ — トル 
メ t トルのコ t 卜でもゲ I ムが巧 
能で をる。 

0ゴ ー ル H け 了 

幅 じメ — トルな 上の.コ| 卜 では 


巧通の- ゴ J ル エリ ' T ラインが-過 用 
される。 フリースロ^ラインは破 
編によって示される。 

.让 幅 W メ ！トル f 巧 " vf トル ま 
での コート にあ-っては、半巧 C メ 
1 トルのゴ—ルエ yT -7 イン。 
b 稿 W ゾートルおてのコ ートで 
な、平を日/—トルめ ゴー ルエリ 
了タイン e 

0 ゴ I ル 

普 城のハンドボ E ルゴ—ルを 陡 
巧するが、ゴールのなさははめこ 
み板で 傾く される。 D /— トル) 
またゴ ー ルは マット、 かべ、とび 
箱を化巧しても诘 い。 

〇ボ [ル 

ミニ ハ： \ドボ！ ルでは か诏網也 
ンチから 如 セン宁のボ[ルを 被ぅ 
特に初、 む者に あっでは Soft 堅一 
をおってもよい0 
〇娩 技人昌 

化のよぅな 人員で あ-る。 
a 幅 U / I トル 喊上 Q n I 卜で 
は、日人の FP と1 人の G 匹。 
b 幅 U ゾ [トル 拽 下の コ|卜で 
は、 扫 人の FP と i 人ぬ GKO 
ミニハン ドボー ルでは少年がも 
の 痕<ロチ f ムが稱成され.ることが 
できる。 

〇 な投時間 

競技時閒はのかの がけい 時間を 
はさんで 前、後半巧みである。 

0絲靈が 

規則は普通の ハン ドボ I ル競技 
の 筋巧規則に學ずる。 


'許されること 

a ポ—ルをあらゆる昔ホ郎.化— 
下腿 部と足を除く I でプレーずる 
广投げる'打つ、突く、捕える〕こと 
b 地上にボールをおくと して 
も、 風窩 3砂までポ ー ルを保持す 
ること。 

C ポ I ルを 覽し V 最高 3歩ま 
で動く こと。 

d なった ままで も、お々ながを 
でも随畔 にボ I ルを ド y ブル 出来 
ること。 ドリ プル殺ををたにボ— 
ルを持ったら、味巧に渡すかゴ！ 
かに 巧げなけれ巧ならない。 

頭 止されること 

3 麽闽巧に 下蹈 ，乂.はおでポ ー ル 
をプレイすること。ただしゴ！ル.. 
キ—バ I だけは防怖においでは 許 
される 0 

b 敎を爱言とばすこと、 引 「ば 
る こと、たたくこと1つかまえる 
じと あるい陆腕で抱きつくことは 
酷んされる。 

e 瑜め 持っているボー ルを. とる 
をめ、婚 りこぶ しを使ぅ こと リ 
d ゴ T ル H リア 内に 喊みとむこ 

と。 

フリ1义口 1 

プレイヤー ボ谎巧期則に遥 反し 
たら、 袖 キチ I ムはフリ IK 口 ！ 
を 場る。ボ ー ルは 違反の超った地 
点から 投げられなけれぼを もをい 

スロ^ ^ イン 

ボ t ル' が サイドラインを 捶 える 
と 会、 サイド ライ y を蜡み蛙走る 
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前にそめボールにふれなかったチ 
^ムがボールを得てスロ—ィンす 
る 0 

§上の手引き 

〇ゲ—ムにおける嘘激から競技に 
がする動楊づ.けをを出す。 

Q まず嵌初に学留段階の中に、ゲ 
1ムめ赛びを上化におく。 

曰教育も原理を化がする。 

〇 おいものから惠いものへ、廚単 
なもの恥ら-桂雑なものへ。 

〇: 少年少女珪ボともにブレィで 
き、競な実施にがしで共通である 
よぅに。 

0練！狸では原則に基いたをあ 
で、慎毒な§を巧ぅ。 

〇が屯甚に南ってはお御谎边を商 
めるために、形にとらわれないゲ 
1ム(まとしでマンツーマン防御〕 
が良い。 

コ|チ■指導者の燥理 
〇 行為が験とダ！ム⑩菩びを媒介 
をし、成功した巧無をほめあやま 
りはより良くなるよさな指示を与 
免でをげをさいな 

0あまりに骑い組則(削え’はゾー 
ン防御とかゲ]ムの租み立て方な 
ど)は競お成果の巧硝袖を制限す 
ることになりかねない。 

打 丸のない谴キでをっても結段成 
をにぶきく賈瞄するものであるこ 
とを强手に知らしめるお磐があ 
る0 

曰 ミニンドポ t ルでは蝶おがす 
ベてではない。そとまでにをどり 


つく過程を知り、認識がなされな 
ければならない。指尊鲁は兢お现 
をに賴極的に反版する必要があ 
る0 

0.。]チはル|ルの知誘をもと 
に、ずお達にル]ルの踊解を嚷起 
ずるよク、レフリ ー とともに協对 
しでいかなくではならない。 

選手はコーチめ決定を索直に受 
け入れる ことを をばなくではなら 
ない。 

レフリーの操理 

0レフリ]は點技摧則の嚴ずをと 
りながを、貴巧ある焼技指蔚をと 
して巧在ずる。 

〇 レフり一 はお要ならゲ—ムの沛 
れや、ゲ ー ムの巧びを.も中がさせ 
ゲ—ムを指增していく人であらね 
ばをらない。 

〇レフリ—は必要をらばミニハゾ 
ドボ I ルの漂を违を助けたり、話 
明したり、指巧したりしなくては 
なをない。 

教師、レフリー 、 n [チは成果の 
抑制、正しい〇®裁をなどにより 
ミニハンドボ{ル遲をの学習茹连 
に浊えず自を向ける必要が古る。 
目標 

ごホ1化をプレイするのであゥて 
人にプレイずるのではない， 
というお本原理によって、 

敌のプレィャーに対して苗に 
フてア—にるるまいなさい。 
d 内曰一:^の〇田向汚 HAMDB 軒 LL - 
BCND 旨 ini - 百普 dball 呂 acht 


ぎな S 

⑩西独ヘッセン 州 
ハン ドボ— ル 協会 
のミニ C ン ドボ[ル 

スポ—ツ校樂における補か教材と 
して 

今なお多くむ小体育お(例えば 

u ^^トル x ;3;ゾ！トル、化夕| 
トル X 巧メ ー トル)があるという' 
ことで、その小ホ肯航で、6ホ/ 
W ホまでの況雷を姐速が/こ I ハ 
ンドポ[ル"という形趣で堂巧 C 
ンドボ—ルを巧えるように、我々 
は特にみ学校での指導において若 
干の手助けになる'窠を承したいと 
麵うものである。 

どのよラにして、、、二 (ン ドボ I 
ル诚競おされることが山 来る か。 
1 公 巧の垄巧ハン.ドボ！ル撤則 
に従って骑技きれる。 

2 競巧場 (コ|トレ ' に関しで 言 
えば、城下の案で巧ないたい。 

さ コ—卜の畏さ：別 メート 
レ 

b コ t 卜の反さ： り メ—卜 
レ 

C •コ ■ — ルぶリ了ラィン： り^^.日 
xf トル 

d ブリ t K 口 [ライン': 

y I トル 

d ベナル テ スロ t ライン： 日 
ょ：3ゾ r トル 

3 ゴ I ルの丈きさはけメ}トル 
の烏さで、 u メ[トルの幅で惠 


る 0 

ミニゴ T ル製昨に関しては、補 
巧的にとび箱を巧意するか、盤に 
わかりやすいようにラインテ I プ 
(6 〜8センチ)で ゴー ル''を作る 
などをお爾 いしたい。その 牠にす 
能ならば平たい、单独 のぶ でられ 
る マダトを、壁に ゴ t ルとして斑 
いでもょいゥ 

4 热技巧具としては化のよさな 
ものが 姐蔚 されうる。 

a ソフトボ—ル〔あわゴム、 ク 
レー プ ゴム〕 

b :? ミニハンドボ！ル(狮グラム 
の显さ、円周がセンチ。両ボ— ル 
ともお易にをに入れやすい。 

5 規巧人貞 

45人の ブィー ル-^ ブ レイヤ 
t (が育摘の大ききによってレと 
L 人のゴー ルキ ー パ！。 

"ミニハンドボ—ル 

で樂しんでもをいたい < 

@ 日本でめ現状 

指導のわらい 「パン ドボールを 
通じて K ボ— ッの裝しさを 知らせ 
る」「走跳巧の基礎的 運 頸能力を 
バランスよ％^ばす」「規則をず 
り協力しでチ！ ムゲ [ ムを巧う」 
実施の方が コ|卜 、ボール、 
競妓時間などに ついて、 地域に よ 
つて臣々と工夫がきれではいる 
が、全国的に統一されたものはな 
い。猫おめすすめ方についても な 
巧のハンドポ—ル戒がに雌じてい 


る。ただな則に関するプレーは、 
教巧的が廊からち厳しくとり.由つ 
かわれている。 

指導上の問遇点まず指導者の 
資質の閒顆 である。 みぞをはお導 
をの嚴稱を非常にをけやすいこと 
から-、 ハンドボ [ルを正しく理稱 
した構導與を一人でも 多く 赛成す 
ることが望まれて いる。 化に找用 
する用茗ぶ岡摇でちる。を全性の 
面から-まぅ 巧 撕の面かももみ学ま 
にあった ホきさの.ボ—ル や ゴ—ル 
ポストが 横 討されをければ ならな 

> a 

I 

〇憂考資料 

0目 本(ソドボ]ル端 卓 嚳及部 
昭骑引 年 4巧 ジュニア A ンドポ 
f ルガ ィド ブブク 
0を 日本 教戚質パンドボ—ル 連盟 
担 要 第 2黑，小学 披 におけるハン 
ドボ ー ルの指遵について変 知， 
ち独昭 

〇抵要が 3集、 か 学ホの it ンドボ 
] ルたついで神奈 W •松木正お 
0 昭お邮 年 興 111ハンドボ[ル 競 
掉コ—チ單成！ んム(日木ハンド 
ボ！ル瞄么巧中 M 

G で巧 > XL ぶ苗0巧 IT 3 夏 ini * 
だロロ dba 二 Helmut Duel 】 otlnter 
Klein 

0 百巧ご— TSC 百円方迈 AZOBALL - 
rocINfD 曾 ー ロ i-Ha 口正 b 巳一目 gilt 
Spa 化 
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o o o o o 

こ 成あを形るゲで踐に教 
と南まさに]の神7ダ 
が のらせとム遇よ エレ 
を-巧にるらの 程りアイ 
る雜強わ楽を モ r ヤ 
おいれし莖れに I 
を窺な さ幾忆ふに 
制則いをすいるが 
限は ゲ 味るたまし 
す媒！わるうで 
る巧 ムせま 常 


指 

巧 

巧 

留巧 

巧 

巧 

忘上 

規 

人 

点の 

則 

恩 

化 


1 


を加する 

大会など 


〇スポ I ツの楽しさを知らせ 

る 

〇スポ T ツを遥してめ人禪敬 

育 

CK ィレペルの技術措譚や施 

カトレ ー ニングはさける 

G スポ t ツがきの.子を育てる 

ひ 多くのことを'教え過ぎない 

曰ル{ルの敬が 

0 けがの找ム 

曰 教育的掘点から帮判を邸し 


〇基渡技能の繰習にも遊歩！ 〇ボ r ルが みさく がいので 
のお合，結巧が明確にな身ホの動きが通く、 岳 発 
る德遵を与える に勒ける 
〇ゲ！ ムや がを撮がを 多く 〇站 いっきり、 力い っばい 

入れる にシュ r 卜が できる 

0ゲームを見て楽しいもの 

にずるた めのル ー ル、杳 

判、指導ま 

〇 小学出は栋忙指導者の 胶 

晋ををけやずい 


学まオリンピック 

り—グ峨 

合宿練巧を 


大をはなし 


ル学生ハンドボールの実施が況表 


実締県化 


fit ド f ルクラブ 


変知 

ハンドボ！ル教煮 


t が.ボ~ル教室 


日本 C ンドボ ー ル 協会 


西ドイツハソドボ！ル連 
擺 


西ドイツヘプセン州ハン 
ドボール迸體 


彭を資料 


前 ra 巧資料より 


巧氏®よ JS 


お本氏貴がより 


ジュニアボイドプックより 


ミニンドボ1ル 


ミニハンドボ]ル 


がを 


4ザ 1 年ホ f 日ゎ 


ホザ L 年ホ^ 6 年 ホ 


小学4年を^6年生 


学生 


ちよお驴年少ホ 


6ホ，。 J 


al 


W 父 W X !' トル 


饒寂 S 別如—卜 I 皆节筆 I トル 


ゴ—ルエリア 


ゴ—ル 


1 X 3 メ 1 トル 


ボ—ル 教育1耸ボ] ル (が！站) 

-ドッ チ ボ—ル 


爲巧 時間 


化—日—げか 


fp6^ 、 gk1-< 


ゾ！トルめホラ t 

コ ー ン2個蛇巧_ 


如 X 抓/おトル 


IX が/!トル 

ix 如メートル 


5 -TV I トル 


:ノ[トル 


U J 2 x 叫--- 3户 T トル、 

2 x 3 メ —トル 


厲口似止‘，6イートル 
辑な下¥径日パ U トル 


2 X 3 メ—ドル 


3/1トル 

マット、—とび猜、かべ 


U / 巧 X 如〜おメ[トル 


5 V ,[トル 


叫 ッ いとび儀、 かべ 


署巧む（2ちボ1 ル 
气ぉ 、肝ふ、 化、 


教育" 


，巧ボ I ル 


Soft 星一益も着 


ミニ八ンドボ—ル(师ダ 
ラム、が去ンチ>1トル} 
Softball 


巧—日—^か 


ででなか 


ドド扫人、じ広1人 


FP 6 人、 GK 1 人 


屬。凹上： FP 6 人 、 G 
技1人、提 n お下 ： FP 
L 。 人、 G 技 i ん 


1り人の F P と一人の 


GK 


ハンドボ]ル綻技規則に準ず 


同上 


同上 


同トー 


同丄 


同止 
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:滋養強化•虚弱体質に 


この巧の巧巧でご巧な < ださ1、， 


• じ/ ij じ<おおて丰ス•ビジちシ日 I ’ JTf か妇巧エぉス-ビ女己ン日 eS 

ホ 3- L 才 EU 

■巧ち入を‘ ITS •牛ち*ビタ S ン曰,.じんじくの过エキスが巧 

が r ] 


甩に一度は 

スボ■ツを 


蚀康づくわは每日の快眠•快食かい- 
をれじ適度なスポーツも欠力せません。 
私逮は皆穂の健康を願って 
薬品づけに努めまず。 



でも通な(製鶏棘な芸な 


化于祀 ■ ホな ホ巧を区 K 去3 了 目 J を 3さち 
T 巳し けり4日 a a 叫 t ■ 

中共巧をお てな 9 - W ぶ 冉捐ち 因がず旧巧スす'ド取 化 I 日24 
店 A エ巧 化し巧日さ財リの31 


技術と雲 


ヨアン•クンスト—•ケルマネスク著 

木野実、お山茂麗修 / 中村 I 夫訳 

A 5判上製/を価2900円 


現控誓 I の理編までル 1 マニアの 
A ン ドボ！ ルを 世を 一にした 著者 
が、 一流選ず の 百を嵩な ゴフ 
ストで詳譯枯術* 戰 .塞 E のみ 定晦 


K ホ（ツ入門双書 ■ 


八ンドボ 


宇津瞬年-著/ B 6¢已ぁ価日日 
IT 0円 于 t ムブレ — じ 拍戚する. 

削歧蜡のハンドボ—ルの m 技術 
をわかりやす-^辟く 人門 ！ r 


柳 

細 

お 

削 

社 

ン 

ジ 


■ f ツ•ル—ル.パンピブック ■ 

V ぶ、 ゾ ル • 

ゾ# — % <ンドブ毒 


を森純ホ 著 \新ま判\ {化 個4 0 〇円 
をに^をじ裸赃できる^ 
な骄雖遥 ち 池が.架判のお扱た 
たずさわる A 々じとつて寶のま『 


八ンドボ—ル巧本 i 

吗 

宇津穿年-著 A 目！：\を丽6日 Q 円パ义、 F けブル'，シ AE もどの 基 g 
ホ巧術から、薑，防翊のお用までを^1^^図鹏で指をる 。 k 

細 

解 


最新八ンドボール巧術 {防御編》 

を幸巧乍-普 A 日剌\を倾8 5日円巧巧ハンドボールにおける防抑の甫 
; 喪性を姉謁、すを固くしで锁< なろつというチームじ最吗 

最新八ンドボ—ル技術 《攻撃編》 

を幸捧を I 营 A 5料\を価1300円恼人的攻證力とチ—ム巧薫に 
- 、； 巧かれ、それぞれ基本的な：一^^が巧戸ホをがしく^^る。 


東 

iP 


一24一 





























昭か 57 年度補正予算(一般会計) 


収入のが お面まん日本 ハンドボ _ ル 楠会 


科 目 

う初ず 肯輛 

拙正テ浑額 

比骇増滅 tA ) 

乱 明 

み 

巧 

n 

1 * む か. を 

2,850,000 

2, 日日 0,0 邮 

- 



山ち 巧. お 

2,350,000 

ん白日ん 000 

- 



イ .ft 巧-を 

2, ぶ 50,00 日 

2 1 8 日 0,000 

- : 


2 * 補 地 を 

も 745, 加日 

3,835,000 

1+0,000 

教巧系ぶを主がおを袖地堪招巧を 


(1) 補 地を 

3,745,000 

3,865,000 

140,0 oa 



ィ，柿 巧 お 

3,745,000 

3, 糾日. 〇峭 

1 が*な 00 


3 .蚕 託 背 

605,000 

0 

A eO 5.000 

梓別を计じな脊 


(1) を 託 齊 

邮日、〇邮 

0 

A 605,000 



ィ •要な 荀 

605,000 

0 

A 日 0 日， 000 


4. 一 5 

民業収人 

28,700,000 

2 も 780,0 日日 

- 


(りを 録 蛋 

9,670,000 

9,670,000 

- 



ィ•を 録 常 

日，がも誦 

9,肝0,0日0 

一 


顿横立•審を抖 

5,400/000 

日，がも00 口 

一 



イ.を 設 料 

己，000,0日0 

日，000‘000 

- 


口，谣判村おお抖 

柳，〇〇な 

400,000 

一 


は）開懼牺お茸 

2,710,0 ロロ 

2,710,000 

一 



ィ* がリ-ダ聞陸お抖 

し710,000 

1,710,000 

- 


n . 城哄植科 

1,000,000 

1,000 ，抓 0 

一 


(4) 楷間紙瞬誌料等 

11，日00,000 

11,000,000 

一 



ィ.腊 請 料 

8,300,000 

も300,000 

— 


口.に が 料 

3，？邮，〇如 

2,700,000 

- 


5 ， 寄 か を 

6,000,000 

技,000,0日日 

— 



¢1)亩 がを 

6*000,000 

6,000,000 

一 



イ.オリンピリダを化垂 

1,000.000 

1,00日，扫日白 

- 


口. そが 他め寄げ を 

5.000,000 

日, 0加*0日0 

一 


6 -雜 収 k 

4,2日0，000 

3,000,000 

A 1,2邱，日00 



(1) 雄 化 入 

4,2 日も 000 

3,000,000 

A 1,250.000 



イ.愤品ホ上収ん 

1,25〇；〇0〇 

0 

A しお MOO 

视別会計!こ稼智 i 

口. 階を利ず 

3,000,000 

月 ,000*000 

- 


7 ‘ お 

を 越 金 

5,000,000 

14.294,292 

9‘29いお 

前毕度が算おの確を 

(1) 前毕度燥越金 

白 ■ 000,0如 

14,294,292 

9,294 , m 



ィ，前年恋規-越を 

5.000,000 

14,294 .292 

9,294,292 


8. も 

巧11を計からの繰入 

- 

1,520,200 

1,520 ,20 U 


(1) 特削食計からの操入 

一 

1,520,200 

1,520*200 



イ.時别会計から0おん 

- 

1,日別, 200 

1,520,200 


を 計 

51.230.000 

60,3如，が2 ( 

M 9 M 目2 



一 巧 一 




















































































をおの郎 


そ斗 





補化ずを韶 

比較増满 （ A ) 

說 

明 

款 

巧 

1 \ 

当巧1•算邮 

1 .加 

紙 

を 


白帥,日00 

660| 邮〇 

- 



(1) カロ 

销' 

お 

百が,0日日 

66010邮 

一 




イ. 

] ‘ F 加 

削お 

220,000 

220,000 

- 




口. 

陳稱.加盟を 

150,000 

1即,む t)G 

- 





A，F む!! 

關を 

290.000 

2卵,日日日 

一 


2 . 4 

お 

お 

巧 


19,202,000 

の,？日3,0加 

3,551,000 



(1 い 

'、 

( T - 

巧 

7•日12,0邮 

自, U 3,0 邮 

し831,000 1 



イ. 

抗 

钟 

4,992,000 

も日日 日. 日0日 

1.綱,賴 




凹 ■ 

超過創椅ず当 

0 

日日日,日 n 日 

50 U.OOO 





赏 

与 

3■綱，00白 

2.343.000 

263.000 




兰, 

適里む 

下-当 

540.000 

600.邮り 

6り•如0 




ホ. 

肯 

立 

む 

0 




に> 連 

をな 

巧 

目，440,日00 

&，7が.。邮 

300,000 




4 1 

欄 品 

巧 

200,000 

200*000 





U • 

が陡 

姑 S 

8日白, 〇邮 

300,000 

- 




J 、 1 

か刷强 

本费 

1,さ邮，〇邮 

1.200000 

- 




二. 

班 U 麗报巧 

2.000,000 

2,000.000 

- 




ホ， 

旅 

背 

200,000 

200.000 

- 




へ • 

把が思び指料 

1.000,000 

1,300,000 

柳}，日リ日 

コピ了，于 レ，; ブスレンす心祥の巧上げ 



卜. 

を ，廉 

n 

200,0 ao 

2日ひ，日00 


! 



ホ， 

■あ 郡 

お 

240,000 

24ん日 0 U 

- 




'J . 

物品か 

お巧 

600,000 

如0,0邮 

- 



(お服 


博 

3.0 舰，〇邮 

4,020,000 

し000,000 




< - 

お貝 } 

お宵 

3.020,000 

4.020,000 

し帅ん邮白 

評谋只旅巧 


(4) m 

み 

t 

1,000,000 

1,000 .000 

一 




ィ. 

ホ 外 

巧 

1，00んひ日り 

1，。。ひ‘邮0 

- 



(日）推 


宵 

600,000 

6日ひ‘00日 

- 




ィ- 

雖 

巧 

600,000 

卽日，0日0 

- 



脚な 

撒 

料 

150.000 

150.000 

- 




ィ. 

化 愤 

科 

1 加,円 00 

150,000 

- 



け）お 

が 

背 

300,000 

800,000 

420,000 




ィ * 

背 が 

巧 

380, リ〇ひ 

800,000 

420.000 


3. お 

i 集を具皂ち 


10,290,000 

化2日け,扫邮 

一 



(1) 縮巢 

垂貝を 

哥 

10,290,000 

1ひ，2日口,日0口 

— 




ィ. 

懼 託 

錢 i 

480,000 

4目01000 

- 




ご ■ 

掀 

苟 

4 如， 000 

4如周 

- 




八， 

を 請 

巧 

110,000 

110,0 円日 

一 




三. 

が刚製 

本靑 

9,220,000 

9,220,000 

一 



—邵— 




























































































































こんなとき便利な 

間キヤツん力ート; 


日常のぉ引き出しじ… 

力ードリれ*現を良®ま化嫩•ら手がじ 
現をが引き化甘ます。通帳い、ンコらぃ 
りません。サイフがわりじご利巧を…。 

時間外のぉ引きかしに… 

ダイ巧の巧壁に面したキャッ シエご一十一 
では，平日す前 8:4 日〜午後む 00 让嗯 H 
はず新 9:00— 午後 2:00) まで、また a マ 
—クの コーナ— では、平日午を5時、： t 晒 
を後2時 i であをが引き化甘ます。 


ご化張やわ買物の巧じ… 

おかかけホで現をがご入巧になった t き 
ダイロのを相にめるキ卞ツシュコーナー^ 
の マークの コーナー がわ掛こぶちます。 

給与のわ引き出しに… 

拾皆お込制をご採巧の巧を i ま、わ給お口 
の聞から々ードを巧って引き a せます。 
あさまもご自宅ぶくのダイヴでどうぞ…。 


ダイロ軒ゲシュカードはなを口を[巧ぶお金:) 
をご巧南め方にわつ（化でいます。わを档じ 
わホ这みください。 


贸盡も 
fe ホも… 


あなたと巧曰を 


た和銀行 


の マーが)コ ーナ- 巧よ函更巧 術 こより、わ巧化、时阳がおなる巧をがあ0ます。 
また I 日-巧扫わよび巧 S 巧 巧の化 巧 日はわが 巧いしま 廿ん 


— - ぶ - ~ ■ 











些夕 57 年度特別会計予算 


掌巧ち 

曰体協国際焼枝力向上事業至託がを事業特別会計 

収 

入 

の 

部 

: 

、 事業さ 

① チー ムが這 

【を日本果子「ホ 

：!化 t おぶ拙ル） 

③コー乎お構 

(イオン' タン 

スト） 

感強化お巧ち 

感 シ*ュニア ー 
ナ^ム祗ミ基 
(世巧ザホ選手 
框太を（ちず） ス 
ベイン） 

感 グ A 二了 一 

师條 

を棺（ I ) 

⑥グュニア ー 

硏悼み宿(巧 
【乂罕强化が点 
部） 

蒂 

言£ 寶 

4.800,000 

736.000 

622,000 

も義刪 

2.600,000 

1,869,000 

员 

担 金 

奉加選手を板を 

2 •がし000 

6本協をな担を 
368*000 

B 本協会ち盛を 
311.800 

皂加遗宁負姐お 
3*104,000 

H 本協尝負化を 
加0,日0由 

扬雄脯を 
936,400 

か 

計 

7*201,000 

1,104,000 

身33,目0日 

白 *31 も000 

ん日邮 *00 口 

2,304,480 


が 

を 

6 ■日刖，0抓 

7的, 〇邮 


7.600,000 



ま 

補 

巧 資 

1,197,000 

135.000 


し？ I もの0 




謝 

金 


210,00日 





化 


ーナ巧な 





350.000 

150,000 


遇 

キ謙赏 





3,550,000 

ム6別,が0 

の 

娩化巧勒巧 



933,800 












部 









ム 

計 

7, 201.000 

1,104,000 

933,800 

も31ん〇日0 

3,900.000 

2.804,480 


を里を 

义ボーッお*斗爭調査柿兜 
国牵補叫亭事特別を計 

スボ…ッ喝垂化段 H ホ 
みを託争業梓圳を計 

おお壳上特卵を計 

を8网かイザ:が進手相 
アツ T 卞麗巧削を計 

を 

,11 

収 

m m 

を 

1，000，日00 

を託致 

60,000 

宽卜_収 A 

2,00日，0日0 

蹄かを 

5,100,000 


入 

^半除を負か.を 

500.000 



A 巧料 

2,000.000 


の 




ホ峡贿辑 

2,日00,0邮 

リ本陆会負担を 
んがも80日 

部 

計 

1,500 . 000 

60,000 

2‘邮日‘0日0 

9,6(10,000 

射 

38,413 ,m 


を議 

巧 

100,000 

m 巧 

60,000 

牺描かが巧 

600,000 

体育隨性 W お 

600,000 


ぶ 

旅 

哥 

250,000 



寄が踊背 

2,000,000 


甜 

を 

600*00 日 



レセプション 

600,000 


出 

巧 

巧 

550,000 



□木選ホ错祖翅 
2,000,000 


の 




国巧が助趕 

職000 


まじ 




递肯諸赏 

1,000，百00 






日本協会が捕 

4,0帥•刪 


削‘ 

1.500,000 

m,m 

如 M 0 日 

7,日00,000 

計 

34,413,280 1 


蒂さ t 哉禪4,〇帅,如な 一 H 本協を良拓を計 2.479.300 -し巧ん卽〇 (-‘ お会計‘、城 哀れ） 


一泌一 
















































寻4 a 

当ネリ予算描 

補化卞算捕 

比較硝跋（な） 

U 巧 

棘 

巧 

y 

4 .串 業 巧 

17,766.000 

15,236,000 

A 2,530,000 



(1) 団ホ棉助*よ:会巧 

4,3日日，0ひ日 

4 ■が0,000 

- 



ィ.班版補助•太を 資 

4,380,00日 

4,3日0,000 

一 


に） 国找スポ^ップロ^ょタ ト 

300.000 

300,000 

- 



ィ * 化 巧 

240,005 

240,000 

- 


0* を，萬 没 

30,000 

30,0日口 

- ! 


/、.巧 m t 

30.000 

30,000 ! 

- 


(3) ，、ンドポール教呈問 詰视摄:金 

600.000 

60田,日00 

- 



イ * 間懼地湘肋 

600,000 

600,000 

- 


(4) ク 

，ラブ 肯成巧 

150,000 

150.000 

一 



イ，巧 お を 

1日日*日00 

150.000 

一 


巧) が宵を太単研修を常 

し目00,00ひ 

1.600,000 

- 



ィ.が を 

120.000 

120；000 

- 


口.惜 お 料 

100,000 

100,000 

— 


/、.諸 m お 

3 邮 1000 

300*000 

一 


二-をミをを補則 

900,000 

900周 

- 


ホ. 推 巧 

180.000 

180，口00 

〜 


が ）'ぶ 

占設コーず 端普查 

480,000 

480,000 

- 


ィ.が 巧 

260.000 

260.000 

- 


口.巧 刷 寶 

50.000 

50,000 

- 


ハ. 迪師謝卜し 

150,000 

150,000 

一 


二.维 を 

20,000 

20,000 

一 


け） i 

真を聞が；祐蒋 

960,000 

百卽，百00 

一 


ィ.が 刷 背 

300,000 

300,000 

- 


口.旅 ち 

600,000 

600,000 

- 


/、.会 諫 巧 

60,000 

60,000 



脚 i 

い S 热篮判貝箭査 

326,日日日 

326,000 

- 



ィ.旅 宵 

256,000 

256,000 

一 


口.惜 お 辑 

50,000 

50,000 

- 


〜蒂直を議費 

20,000 

20,000 

- 


(日）を訟醬刹中央满習を 

270.000 

37日,議 

10日,日00 



ィ，化 宵 

ISO ■〇邮 

2抓. 000 

lOG ■〇邮 


口.*惜 視 料 

90,000 

90,000 

- 


(10) た规帝が]地ホ靡習会 

2け，日00 

216,000 




ィ.化 巧 

216,000 

216,000 

- 


叫 J 

iH*A レフ けーユース 

580,000 

580,000 

一 



ィ.棘 特 

320,000 

320,000 



口.悄 お 料 

圳0,0加 

200.000 

- 


'、.雜 巧 

60,000 

60.000 

— 



一 29 — 








































































お 鬥 

当がす擇親 

補. おず 款額 

比較増城く公） 

拂 明 

款 

巧 

0 


(1 る雷 判 関お n-g 背 

674,000 

67 M 00 

- 



ィ.板 巧 

604.000 

604,000 

— 


口， 念 読 赏 

70,000 

70.000 

- 


江 3) を 

k 化を宿巧 

4,000,000 

4*000.000 

- 


ィ.棘 背 

4,000,000 

4，00ひ•咖 

- 


[1¢ジュニアーを衍巧 

1,000,000 

0 

A 1,000,000 

特別舎詐〜杨晋 1 


ィ.化 貨 

1,000,000 

0 

A 1,000,000 


(巧お化部誦巧 

230,000 

刪， 000 

370,000 



ィ .旅 常 

200.000 

540.000 

340* 刪 


口.会 嫌 巧 

30,000 

60,000 

30,000 


M 因隙‘藝判 A 認适譜晋食 

1,000,000 

0 

A 1,0り0,00日 

褲固で軍拖巧 


ィ.报 转 

700,000 

0 

公 70 も 日日 订 


口.惟 m 料 

如日,0口日 

0 

公 300,000 


(W 世ず逃す:檀 T だァ子遇 

1,000,000 

0 

A 1,000,000 

特別を計へ玲巧 


ィ，揣懼垂託腎 

1*0 日0,000 

0 

A 1,000,000 


5 .を託奉策巧 

700,000 

0 

A 700,000 



(1) 强化 コー十尴顶 指導 

700.000 

0 

A 7 日日,口日日 

特別を計へが宵 


ィ.旅 教 

7田ん。日0 

0 

A 700,000 


目，守 

を挪を t 1 ■裙 X 化 

1,000,000 

0 

A 1,000,000 


7 ， す m 巧 

1*61 も000 

11,390,492 

白，7781が2 


合 計 

引，リ0‘。0ひ 

60.329,492 

9,099,492 





大回巧巧細 


取締役なをお田喜兰 

本な：谷ち®巧中 区な •一了目11 - 化 (巧な ビル） 
TE し谷を B (05 の2日 1- 日111 < 天け 巧) デが0 
る巧:： 巧 巧巧巧：乂お 


— 30 — 

















































"まごころのおつさあい"が 
私たちのモッ I -一です 




あなたの銀巧 


化國銀行 


•本店石川県金沢ボ下堤町•巧舗おり!‘富山•福井•東京•大阪•お古屋•京都 .104 か巧 



雷災からゴルファーを守る大崎の FY ケージ 


巧巧ゴルブ煤ホが 


いま、まをなゴルフ巧作りが、 

社を的!をニーズを呼んでいます0 

ちしフレー中に雪じ会つたら、せつなくのナイス 
S /3 ッ h ち、命ガけで逃げなければなりません。 
そんな時、安まな待避ル屋ガ髓えてあのば、あな 
たの;:]んフ攝は完璧です。 

落雷は、時、撮巧、人を選ひ’ません。ををな涛避か屋 
づ大幢の F Y ケージを麵じ設置して中 I こ入れ域、 
靈災巧&完全じ保養さむます。 

@大崎電煮エ冀採がを社 

本社まを都お川控東五反田二 T 目二番セ号 
® (03) 443 "71 71(大代表）で141 


胁雷シユルター 

て業巧ち樓巧賊中 
特許3か 
ち巧薪ま4ホ 
患をちか 
祝窜 I が - 


— 3王一 










解臟ふ iL 

巧ろくスホ—ツグ^ 

巧、 • 850 ]? ! 



なポ 


保険を痴ま最ち1,200万円 

保険料年額 340円より 

賠償責任織もま付け 


1982 


みんなではいろう / " スポーツま全協会傷害保険，， 


スポーツ団体だけでな< 

子どを会，婦人団体，地域のクラブ等の方巧を 
10名が上のブルーブで，ご加入になれます 


>保陕料，保换を巧は C お一人じつを） 


匹 

か 

巧镑お 

巧 

A 

3 卵 

1 

B 

4加 

巧 

C 

6B0 

巧 

A 

9,剛 

占 

B 

过，別 D 

m 

C 

1，60 口 


1:^里は巧ホお 


医々悼谋お昭 _ 
J 曲 .巧 r んち 


J も000,0姑円 

巧迪 j 巧甚の 
古 化いは 
3%〜]編 


日楠 
】，000巧 
ま化 的ぶ 
日れ 

日ロ ロ 


日が 
し咖円 
古 化恥が 
□を 
1 M 日 


爆麵 1 裡，盛2極 A 13 C の区みは汰のとおり 
です。 


苗‘ 

A 

スボーツみザ西*子ども告 二で & バ y ドを 
どま巧おかみ/附 ロト 巧み年 グルーブ 

1 

B 

子づ 年サークル,巧をミ 化おみ 色な ど巧 
义化ボが.を化を骑 などをけう巧ホ 

蛙 

C 

ママさんバレー，早な！^野を などの 地域ス 
ボーツ师ホ 

お 

A 

阳が勤义キンずイビ > ダ，リューシ4 •ス 

々イダイビンダなど 

2 

な 

スキー こ， ラダビー，サッカー，采息がク 

’シツ ダ* 逆 も按あ卜抽巧.がぶ巧巧など 1 

m 

C 

A ンドポール；恒卜 .1 水み，あちがをバ 

レー f ポート，化1を热巧•柳ち,ががなど 


■化喘を思ホめ梢巧畢も10をが上まとまったあをは単1插 C 
で 加 人で をます。また*お逆する巧 体の一' 貝としても加ん 
で-きょわ ‘ 

>適用の巧段（担保を件）は 
Q 加んちの所苗中る西体-の巧理でにおけるな助中のを胡:。 
〇 印体が指定十る巧か*妍板巧郎と郁みをの化がとの通お 
の怪 化なを中め巧が。 

〇にだし 华校仰巧下 t ザな女-虫當の抬け W あ内）におけるを 
巧:はホよ互保。 

>保険が向 

化 お 4巧1口より进年3巧31日まで。ただし*中途加んで 
も理年3 月 31 H までで中。（申化は3月1ロカ、らをイ寸ます) 

•如人申込み，巧料の巧ぶ，わ巧を甘は ， T 

ス すーツ巧を 験を 具報直昭释表部 （主と しで教育蚕具会保 
鹰距育.課に 近。 ます)，東京を上 か没 姐 M 豈業店じこ照を<だ 
さし、。 


(お）スポーツま全協会 

來京都渋が区神巿1-卜1岸記帯你育会館 
電話4が一31 U 【化） 直通が 0—62 日3 













































品質を大棚こする〈巧術の日立 > 


J 


RADIO CASSETTE RECORDER 


HITACHI 


生活と巧術をむすぶ- 


日立家電販売株式会社 

〒ぶ5ままが巧应西巧巧2 15-1 2【日立を去がお ) TEL (03)502-2 nt 


( ご巧入をがから巧をを差引いたを巧が巧2千円から100方円 i での巧を \ 

V H ホのクレジットがごが用いただけます。 J 

■巧なのが"1いをわ甘，クレジブトのご柏巧，々プログのご巧求はわぶ<の [J 立の.おお占,1化れ巧へどうぞ。 

★日五:カセットレコーダーで録音したらのは，個人として架しレなどのは々‘は、をが植法上、 
権巧者に点断で巧用でき主せん。★日立カセットレコーダーじは巧証書力わいていよす。ごほ入 
の巧にはをず記入事巧をご巧なのうえ，わまありじなり、大巧に保存してください。 


小さなボデ^な力ぞらもワイドなステレオサウンドが楽める《ステレオミニ 

6600》。2つの9.2饥1スピーカーが叩き出す 4.6 W (2.3 W +2.3 W 、 EIAJ / 
DC ) のハイパワーは、豊かなステレオ臨場感を再現します。まむ曲の 
頭化しに便利なデジタル選曲機構や、テーフ。再生中に曲間ゎよび曲間 
に相当する低録音レベル時の耳ざわりなテープヒスノイズをカットする 
新關発 DNSS (ダイナミック • ノイズ•サプレッシヨン.システム）ノイズ 
カット回路を採用。しかもメタルテープが応ヘッドを搭載しています。 
■ AM が[送の同調がしやすい周波数間隔を にげたロングスヶ— ル採用寒テレ 
ビのし 2、3V" ャン ネルが腳ナる FM ワイドバンド （76~ 108 MHz ) 採用 •FM 
局間ノイズをカットする FM ミユー ティング 機能つき♦フルオーロトップ機措 
参ソフトイジエクト機構 ♦ AC アダプターイ寸属 

■9.2加 スピーカー X2 ■ま巧 ま 大巧力 4.6W(2.3W + 2.3W)EIAJ/D し 《3巧 •岩/ DC:9\/ (を 2X6)、 AG: 
IO0V5O/SOHZ 咐ち AC アダプター巧用)、力ーバッテト:別売リカーアダプタ ーD-72 使巧♦大きさ悟 41 .0X 
巧さ I3.3X を斤 7.3M •重さ2が9佑 ミ 池まむ)★キャリンの r— ス側売りし-6600 ¥ 4 ,000)もございます。 

1 、ゅ細離咖 


巧し 7 三二 


TRK- 6600 ¥ 44,800 













































スト、ガ & ジャンプ自巧。 

グリップカ抜群のニューソール装備巧製品くスカイ/シドスペシャル〉 


-严ン: y クスタイか一の新製品ぶ力 
イ/\> トスペシトルは スト ソフ 义 
ジ トン フが自をにできるハンドホー 
ルま巧 シュー スでず〇 
导皇の底意區にごな目ください • 
複排をトレッ ト诚)を ソールを画 
じ别み込んでいをす.これは、 
ハンドホール 转をの、多巧日りな動 
きにおがするた瓜で、とくに稱搞王索 
下のリ > クが意居はタリッフカを 
飛播がお高めます0このため、遥す 
は思うようじストッブでき h また思 


うようじシ If ンブすることかでき 
もず. 

■甲袖はステア黄ずわ能巧へロア 
の2タイ7 •独 島 j のカソフソール 
は巧被を宮わえ化む設計で、足 
ブレを關きまず e •ホ型ヒールカ 
ウンクーは力力 h を力.:/チリ巧 j まし、 
選手のおか能力を嵩めます。 

♦ 程さ、クッションけも卓 Mo: 
ストッジャンブ扣スカイバンド 
ぶへシャルで莱光をつかんでく 
とさい 


Handball Shoes 



スカイハンドスべシサル邮 H 7 晒 
•巧巧はステでホを化マイト），巧かへロド f レ'/卜，ロイヤル 
ブルー）.*巧はナイロン》■ァウ々一 V - 化けうパ叫りカマフ 
ソール U ■ロイヤル:?ル ー X ホ9イト，ホワイト)<レ，ド.レ y ド 
h ホワイト。■サイス:の*自〜边，じ四 
巧よか完描!格¥12,000 
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